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は じ め !に

本報告書は、大阪狭山市北端の太満池の岸に所在する2基の須恵器窯の発掘調査報告書

です。

太満池は、開発のために約半分が埋め立てられることになりましたが、それに先立って

実施された発掘調査によって、須恵器窯と多くの遺物を発見することができました。本市

には多くの須恵器窯がありますが、これまでに本格的に発掘された例は少なく、今回の発

掘成果は貴重なものとなりました。その成果を公表させていただくことが、本市の文化財

の普及、啓発の一助になればと、このたび報告書を刊行いたしました。調査にあたりまし

てご指導、ご協力いただきました各位には,さからお礼申し上げます。

本市教育委員会としましては、今後も文化財の調査、保存、活用に努力する所存であり

ます。皆様方の温かいご理解とご協力をお願い申し上げます。

平 成 3年 3月

大阪狭山市教育委員会

教育長  上 谷 三 郎



例    言

1 1.本
書は、大阪狭山市教育委員会が、大阪狭山市東池尻所在の太満池において実施した

発掘調査の報告書である。

2.発掘調査は平成 2年の 1月 から3月 まで行い、その後整理作業を平成 3年 3月 まで実
施した。

3.発掘調査は大阪狭山市教育委員会社会教育課の市川秀之が担当し、整理作業は市川お

よび社会教育課の植田隆司が担当した。本報告書の執筆は太満池南窯については市川

が、太満池北窯については植田が担当した。

4.調査にあたっては次のかたがたの参加 。協力を得た。

若宮美佐、安有美子、吉本和美、井上昌代、鬼塚理子(ナ II口真之、津野忠之、山崎和

子、桜測繁太郎、井穴俊一、高林正男、松川友和、溝端竹一、山本完子、高林美津枝、

松本昌子、西田紀佐子、太田八重子、荒瀬志摩子、桝井つやみ、松本明子、植田三知

子。
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調査にいたる経過

太満池は大阪狭山市内において狭山池につぐ大池である。太満池の歴史的意義について

は次章で述べる予定であるが、非常に古い時代に築造された溜池であることは論を待たな

い。この太満池の東岸に、南北 2基の須恵器窯が所在することも古くから知られており、
研究者の注意を引いてきた。太満池の約半分を埋め立て、隣接する工場の用地とする計画

が出されたのは平成元年の年末のことであった。埋め立てに際して、大阪狭山市教育委員

会社会教育課は施主に対し、発掘届の提出を求めるのと同時に、現地の踏査を行ったとこ

ろ、かねてより本市の埋蔵文化財分布図に記載されていたとおり、東岸の南北箇所におい

て須恵器窯が存在することを、須恵器片の散布から確認することができた。そこで、提出

された発掘届にもとずき工事主と覚え書きをかわし、発掘調査を実施することとなった。

工事日程との関連で、先に南側の窯跡の発掘工事を行い、終了後北窯の発掘工事を実施 し

た。発掘期間は南窯が平成 2年 1月 5日 から1月 22日 まで、北窯が 2月 15日 から3月 31日

までであった。その後平成 2年度にコンテナ約 100杯分におよぶ出土遺物の整理作業を行
つた。また太満池内の須恵器窯以外の遺跡分布状況を把握するため、池内の数箇所に

おいて重機を用いた トレンチを掘削し、断面の観察を行ったが、池による堆積は意外にも

浅く、すぐに地山面にいたった。遺構、遺物等は確認できなかったので、調査の主体を東

岸の 2基の須恵器窯に集中して、発掘を実施した。太満池の歴史自体を考えるには、北堤
の断面を観察することがもっとも有効であろうが、今後も池の半分は貯水のために利用さ

れることとなっており、堤については現状変更がなされないため、その部分の調査は行わ

なかった。

調査地周辺の歴史的環境

今回発掘 した 2基の須恵器窯周辺の歴史的環境を述べるにあたっては、まず太満池につ
いての説明をもってその端緒とするのが妥当であろう。太満池はタイマイケと読む。太満

池は狭山池の北方約 l kmに位置する。狭山池の築造は南河内の開発史にとって大きな画期

であったが、その時期についてはいまだ定説がない。近年の狭山池ダム化工事に伴う文化

財調査によって、 6世紀の後半から7世紀にかけて築造された可能性が示されているがそ
の見解についても今後検討の必要があるだろう。

(1)太
満池はこの狭山池のすぐ水下に位置

し、狭山池中樋から流れ出た水をいったん溜め、さらに下流の諸村に分配する機能を担っ

ている。その意味において太満池の歴史は常に狭山池のそれと一体のものであったという

ことができるだろう。さて太満池が文献に登場するのは『績日本紀』天平 4年の「築河内

國丹比郡狭山下池」 という記載である。この狭山下池がどの池を指すのか不明であるが、

狭山池のすぐ下にある太満池、大鳥池のうち、東除川につながる大鳥池が狭山池との関連

をもったのは比較的新 しい時期と考えられ、やはりこの下池は太満池を指すと考えるのが

妥当であろう。築造以後太満池がいかなる歴史をたどったのかは明確ではない。白鳳期に
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は池の東側に寺院 (東野廃寺)が建立されたことが最近の調査から明らかになっている。こ

の寺院は平安期に再興されるが、長くこの地に栄えたようでP今回の調査でも90-2区 に
おいて寺院跡かと思われる遺構を検出している。近世には太満池は北野田村、南野田村、

阿弥村などの立会池となったが、下流の諸村へと流れる水もみなこの池にいったん入れら

れたため水利権をめぐってたびたび水論が起きている。

また、太満池は狭山池と同様に東西の段丘を堤で塞き止めて築かれた溜池である。周知

の通り大阪狭山市から堺市南部、和泉市にかけての一帯は古墳時代の我が国を代表する須

恵器生産地帯であった。丘陵の斜面を利用して築かれた高蔵地区や栂地区の須恵器窯に比

べ、大きな斜面に恵まれない、大阪狭山市内の須恵器窯はいずれも段丘崖等を利用して築

かれた小規模なもので、狭山池や太満池の東西の岸を構成する段丘崖にも多くの須恵器窯

が残されている。狭山池内の須恵器窯と狭山池の前後関係については充分検討する必要が

あるが、太満池の東岸のふたつの須恵器窯については、池築造以前より経営され、その廃

絶後池がつくられたとかんがえるのが自然であろう。太満池東岸の須恵器窯については古

くからその存在が知られていた。昭和42年に刊行された「狭山町史 本文編」のなかで 森
浩一氏は狭山町 (現大阪狭山市)内に所在する須恵器窯の一覧を載せられているが、その

なかにはこのふたつの須恵器窯も含まれている。しかしながら今日にいたるまで、これら

の窯については散布する須恵器片の採集や、池岸における窯断面の確認がおこなわれただ

けで、発掘調査が実施されたのは今回が初めてである。以下の調査報告においては南側の

窯をふくむ南の調査区を90-1区、同じく北側の窯をふくむ北の調査区を90-2区 と呼称
することとする。またこれも便宜的な名称であるが、南側の窯を太満池南窯、北側の窯を

太満池北窯と呼ぶこととしたい。

(1)狭山池調査事務所  『狭山池調査事務所平成元年度調査報告書』 1990年 3月
(2)大阪府教育委員会  『池尻城跡発掘調査概要・Ⅳ』 1990年 3月
(3)森 浩―  「土器の生産」 (『狭山町史』1967年 11月 所収)
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太満池89-1区

1。 はじめに

太満池南窯を主体とする89-1区の調査は、すでにこの箇所の岸が水の浸食などによっ
て相当崩壊 しはじめていたため、きわめて難行した。太満池の東南隅にあたるこの箇所に

おいてかつて南側から水路が流入していたことによって、須恵器窯本体はすでに破壊され

ており、よって今回はかつての本体による焼上の残る箇所と、灰原の一部を調査するにと

どまった。灰原が一部しか調査できなかったのは、灰原が今日の池岸の下に相当はいりこ

んでおり、それを発掘することには相当な危険がともなったからである。また須恵器窯の

上には盛土が施されていたが、古墳時代以後の遺構面を確認することはできなかった。よ

って以後、太満池南窯を中心に調査の結果を述べることとしたい。

2.太満池南窯
(遺構)

太満池南窯が築かれた斜面は狭山池の東岸に連続する段丘崖で、南窯のあたりでは崖の

高さは約 3m程度に達している。須恵器窯はこの段丘を利用して築かれたものと考えられ
るが、窯本体は後世に築かれた水路によって破壊されており、今回の調査で検出しえたの

は窯焼成部の余熟による焼け上の分布 (上部焼け土部と呼称)と 灰原部のみであった。上

部焼け上の面は池岸の現状地盤から30cmほ ど盛土をはいだところで検出した。焼け土層の

厚さは10cm程度で、南北7.6m、 東西2.8m、 但し西側には既存の建物がたっていたため東

西幅はさらに広がる可能性がある。また焼け土層の下の褐灰色砂質土には須恵器片が混じ

っており、須恵器窯自体が何度か修復された可能性を示 している。現状の地形ではこの_L

部焼け土層のすぐ西側で垂直な崖になってるが、これは池築造以後の水による浸食による

ものであり、窯築造当初にはもっと緩やかな斜面であったと考えられる。灰原部は今日の

池底に所在する。南北15m、 東西4.8m、 もともとは楕円形を呈したものと考えられるが、

水路によって削られ、現】犬は三日月形となっている。灰原部は層厚や遺物のふくまれ具合

によって、南北 2区に分けることが可能である。北部灰原は層の厚さが10cmか ら15cmと 極

端に薄く、遺物も細片がほとんどである。また南部灰原は層の厚さが30cmか ら40cm程度と

厚く、遺物も完形に近いものを含めて非常に数が多かった。今回図化しえた須恵器は大半

が南部灰原より出土している。また南部灰原は赤灰色の上を多く含み、遺物の出上の多さ

をあわせて考えると、この部分が窯の焚口直下の場所であることはほぼ確かであるといえ

よう。なおこの南部灰原は現在の池岸のなかにさらに入りこんでいた。これは池岸がかな

り浸食によって崩れ、崩上が灰原の上に堆積していることを示しているが、池岸には池に

隣接 して建物が建てられており、また土砂の崩壊の危険性もあってこれ以上の調査はでき

-5-
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第 3図 T I M89-1区 、太満池南窯灰原平断面図
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なかった。上部焼け土部と南部灰原との位置関係を考慮するとこの須恵器窯の方向は北東

―南西方向であり、長さは最低でも10mは あったことが推定される。また灰原は南北両区

ともに一層のみであり、層序からは同一時期に形成されたものとしてあつかわざるをえな

い。この須恵器窯の灰原を大きく削り、本体を破壊 した水路は最大幅 4.5mで南西方向か

ら池に流れ込み、灰原付近で大きく北側にまがっている。掘 り方ははっきりしており、自

然に形成されたものとは考えられない。この水路は砂によってほぼ完全に埋没していたが、

一部にトレンチを設定し掘削したところ深さは最大で0。 9Rlに 達 していた。遺物には若干

の須恵器細片がまじっていたが、比較的新しい遺物が多く、最近まで機能していたことが

考えられる。遺物からは掘削された時期は不明であった。

(遺物 )

太満池南窯の遺物はすべて灰原から出土したものである。灰原は相当広い範囲に広がっ

ていたが、出土遺物の大半は、窯の焚口付近と思われる南部灰原から出上している。灰原

の堆積層には先にも述べたように、明確な層位がみられないため出土遺物は基本的には同

一の地層から出土したものとすることができる。

太満池南窯出上の須恵器の器種は、杯蓋、杯身、高杯、血、提瓶、壺蓋、短顎壺、甕等

である。杯身、杯蓋、甕などの数が多いのは市内の他の須恵器窯と同様であるが、提瓶、

短顎壺の数が多く、全体的に器種が豊かであることを特色として挙げることができよう。

灰原を発掘 したため大量の遺物を取り上げたが、図化しえたのはそのうち 118点であった。

出土遺物の詳細については観察表をご覧いただくとして、ここではその概要を記すことと

したい。            .
杯蓋は計37点を実測した。口径は12.4cmか ら16.Ocmま でであり、稜の痕跡は 2、 3、 など

で僅かに観察できるものの大半のものでは沈線すらみられない。ヘラ削りは天丼部のみに

ほどこされる。また日縁端部は丸く仕上げられ段をもつものはみられない。杯身は口径11

。2cmか ら14.Ocmま で。たちあがり部は内傾するものと、いったん内傾し立ち上がるものに

分けられる。受け部は水平に伸びるものよりも、やや上方に伸びるものの方が多い。高杯

は計14点 を実測。有蓋のものと無蓋のもの、あるいは短脚のものとスカンが 2段に入る長

脚のものに分類できる。薩は 1点のみ実測しえた。ただし口縁端部は欠損していた。口縁

部は大きく開くが、波状文等の飾りはみられず、太い沈線が一条施されている。提瓶は 5

点を実測した。口縁はいずれも若干開き気味で、口径は5.3cmか ら7.2cm。 体部はいずれも

回転カキロを施す。把手は省略が進みカギ形となっているが、86のみは輪状である。88は

その口径やかえりの状態から考えて長顎壺の蓋と思われる。89は脚付き長頸壷で脚部が欠

損している。体部に 2本の沈線が入る。全体的に自然釉がかかっている。91～ 94は 口縁端

部が平たくおさまっており、短顎壷の蓋と考えられる。95、 96、 98、 99、 100は 短顕壼 、

98はいびつな器形である。口径は7.8cmか ら11.7cm。 97は長顎壺。口縁端部は九くおさま

|
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り、体部外面にはタタキののちカキロが入る。101から1181ま甕。甕は非常に多くの個体数

を発掘したが、口縁部が残り、図化しえたのはわずかであつた。口縁は外反してから端部

において若千肥厚するものが大半である。口縁部の装飾は 104に おいてカキロ、106、 110

などで沈線がみられるほかはほとんど施されていないが、 115のみはハケロ、ななめ方向

のタタキが施されている。

太満池南窯の遺物は、田辺昭三氏の編年によれば、おおむねT K43の枠のなかに入るも

のとして評価できる。また器種間における時期差もほとんど認めることができないが、杯

身のなかには若千T K43に先行する時期のものも含まれており、この窯の経営時期につい

てある程度の幅を考える必要がある。太満池南窯の遺物は量、器種ともに非常に豊かであ

り、杯、甕が器種の大半を占めた太満池北窯と好対照を示すものであつた。このふたつの

窯は時期的にはほとんど同時期に経営されていたものであることが遺物によつて明らかで

あるが、約 200 nlの距離をおいて隣接する窯の間に器種構成の大きな違いがあることは興

味深い事実であるといえる。大阪狭山市内の須恵器窯はこの時期のものが圧倒的に多く、

今後さらに発掘調査を進め資料守増やすとともに、窯間の器種構成を比較す
ることによっ

て、陶邑窯跡群内のさらに細かい地域的な特色や、二人達の社会構成にせまることが可能

となるだろう。
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第 4図 太満池南窯灰原出土遺物 (1)
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第 7図 太満池南窯灰原出土遺物 (4)

-12-



亙 宣 茎 三 蚤 91

~    93

９２

　

　

　

　

餌

0          10 cm

第 8図 太満池南窯灰原出土遺物 (5)
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第 9図 太満池南窯灰原出土遺物 (6)
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第10図 太満池南窯灰原出土遺物(7)
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第11図 太満池南窯灰原出土遺物 (8)
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太満池89-2区

1.は じめに

今回の調査範囲は南北約15m。 東西約1lmに及ぶが、その大半は太満池が満水時には水

没するため、調査区西側の大部分では調査時においても保水率が高く、非常に脆弱な泥土

の堆積が厚く認められた。このために当該部分では全面掘削を行わず、試掘溝を設定して

調査を行い、調査区東端の現在の池岸に相当する中位段丘崖上面南北約15m。 東西約 3m
の範囲内で全面調査を行った。

2.近世遺構

(遺構)

現地表面より約 0.5m下 までは灰色シルト系の上層 (整地層)が続き、この上層申には

蓋杯や甕などの須恵器片・窯壁片・キセル・近世期の平瓦等が混入していた。現地表下約

lmで灰責色シルト層・灰褐色シルト層上面に達し、この面において溝および土坑を確認
した。 (第 13図 )

溝には調査区南端で東西にのびる溝 1、 調査区中央より北側で南北にのびる溝 2、 溝 2

西側で北北西にのびる溝 3の計 3本が存在する。溝 1は上端幅約58cm。 下端幅約34cm・ 深

さ約32cmを測 り、調査区内における長さは 1.Omである。溝 1底には、土師質甕が体部中

位より上方を欠損 して西狽1へ傾いた状態で設置されていた。溝 2は上端幅約 88cm。 下端幅

約48cm・ 深さ約40cm、 調査区内における長さが 3.Omを測る。溝 3は上端幅約60cm。 下端

幅約16cm。 深さ約40cm、 調査区内における長さ2.6mを測る。

土坑は調査区中央より北側、溝 2の南に位置し、上端径 120 cm・ 下端径 84cmを測るほぼ

真円形を呈し、深さは92cmを 測る。底はほぼ平らである。この上l尤はその形状より井戸な

どの用途を想定しうる。

また、調査区中央においては、太満池北窯窯体部分の天丼が崩落したことによって、そ

の窯壁および窯壁に対応する落ち込みが、この近世遺構面で確認された。後述するように

崩落した窯体天丼部の上層、窯体内埋上には須恵器片の包含が認められるが、それ以後の

遺物は含まないため、当該遺構面が機能していた時期においては既に現状を呈していたも

のと考えられる。

(遺物)

遺構面上層の整地層内から出上した遺物にキセル (煙管)(第 16図上)力Sある。キセル

は雁首とラウの一部のみが遺存し、吸口を欠損する。銅製。雁首残存長 5.Ocm。 首部残存

長 4.3 cm・ 脂返し長 1.4 cm・ 火皿径 1.6 cmを 測る。首部は一本の管で形成され、ラウ接合

-18-



B'

1 暗灰掲色砂礫土
2.明灰色シルト
3.明灰色シル ト

争 選委電子ヤ に
は より明る叫

6.淡灰色シル ト
7.灰黄色シル ト
8 黄禍色砂質土 (l cmの礫を含む)
9.暗灰責色シル ト
10 灰黄色砂質土
11 淡掲色シル ト

1争 ぞ震亀とケ舟∵
帥の礫を含む)

14.淡黄灰色シル ト(焼土を含む)
15.淡灰色シル ト
16.淡灰掲色シルト(焼土を含む)
17.淡灰色シル ト
,3.黄灰色シル ト(焼上を含む)
19 淡橙灰色シル ト
20.淡灰褐色シル ト
21 暗灰掲色粘土 (天丼部崩落 )
22.黄禍色シル ト
23.淡灰責色ンル ト
24.灰掲色シルト
25.明灰色ンル ト
(橙色焼土を多量に含む)

26.明灰色シル ト
27.明橙責色ンル ト(焼土 )
28.明灰黄色砂質土

舘 院夏維 傷善里
ヒ側壁崩落 )

31 淡灰黄色砂質土
32.黒色炭灰 (床 2上面推積層 )
33.皓黒色炭灰 (床 1上面堆積層 )
34.淡黄色礫砂土
35 窯壁
36 窯壁
37.橙色粘土 (焼上 )
38.明橙色粘土 (焼■ )
39.暗黄褐色粘土
40 暗褐灰色粘土
41.橙灰色シルト
42.黄褐色シル ト
43.黄褐色ンル ト
44.暗黄褐色シル ト
45。 暗掲灰色シル ト
46.暗褐色粘土 (炭灰含む)
47.橙灰色粘土 (焼土)
48 黄色ンル ト
49 淡黄色シル ト
50。 淡黄色シル ト
51.暗掲灰色粘土
52.掲色シル ト
53.淡褐色ンル ト

_♀
m

g十二

第13図  T I M89-2区 、近世遺構・太満池北窯平断面図

一
ｏ
い
に
Ｆ

-19-



Z

第14図 溝 1土器出土状況

C'
sa4cm

)            20cm

B'
6αOm
1.明灰色シルト
2.明灰裾色シルト
3.灰褐色シルト
4.褒
蕃程ィ許程度の礫を若キ含む)

5.淡灰責色シルト

“褒蕎ン豊とが弾→
7.明灰色シル ト
8.淡灰色シル ト
9・

資言狂号話残キの礫を合む)
lo。 灰掲色粘土

0         1m

第15図 土坑土層断面図

-20-



o                                     130● m

第16図 近世遺構出土遺物
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部へ向って緩 く広がり、肩がない。首部成形時の接合痕が背面にみられ、その合わせ目は

右側の板を上にしている。脂返しは緩やかに彎曲し、火皿と首部の接合部に接合痕が観察

される。補強帯は付かない。このキセルの雁首は古泉弘氏の分類で雁首第Ⅱ類Cに分類し
(1)

うるものであり、氏によって江戸時代中期～後期に位置づけられている。

溝 1出上の土師質甕 (第 16図下)は口縁部～体部中位より上方を欠損しており、底部径

52.Ocm・ 体部最大径 67.6cm・ 残存高 50。 9cmを 測る。冬部外面は著しく磨耗しているために

観察が困難であるが、体部外面はハケのちナデ消し、体部外面下方には縦方向のヘラ削り

を施すようである。体部内面はハケ調整を施す。色調はにぶい黄橙色。胎土は密で、直径

5 mm以下の長石を含む。焼成はやや良。江戸時代後期の湊焼きであろう。

3.太満池北窯

(遺構)   (第 13図・第 17図)(図版 10。 11・ 12・ 13)
太満池北窯は太満池東岸よりに位置し、旧天野川東岸の中位段丘崖に立地する。本窯は

その窯体が露出していたために早 くから遺存が知られており、『狭山町史』においても「窯

番号 1 太満池A窯 時期Ⅲ期 窯が遺存」 と記され、その写真も掲載されている。
(2)本

窯の調査開始前も、段丘崖における窯体南側壁および床の露出・遺存が顕著であった。(図

版10-b)     ′

近世遺構面直下および20cm下層において赤変箇所・焼土が観察されたため、段丘産の露

出部分に対応する窯体両側壁の検出に努めた。結果、調査区ほぼ中央に位置する本窯は、

その主軸方向をN-82° 一Wと し、ほぼ西に開口することが確認された。窯体幅は西側で

上端幅約 1.8m・ 下端幅約1.6m、 東側で上端幅約 1.5m・ 下端幅約 1.3mを測 り、奥か

ら開口部に向けてやや広がっている。主軸方向の長さは調査区内では 2.3mを測るが、さ

らに東側の鉄工所建物下へと窯体は続 く。

窯壁は特に南側壁が良好に遺存し、残存高 1.1皿 を測 り、淡青灰色に還元している。現

存部分でみる限り、窯壁は垂直なたちあがりを示している。また、南側壁開田部付近では

床面より50cm上方以上の部位で壁の貼替が一回分認められる。しかし、同窯壁の大部分に

おいてはそれが確認できないためにこの貼替は部分補修的なものにとどまるものと思われ

る。北側壁はほぼ全面が内側に倒壊しており、還元されていない窯壁外狽1の落ち込み面を

もって窯体北端を確認した。

また、天丼部は当初床面より1.2m程の箇所に構築されていたものと推定しうるが、土

圧によって床面より0.8m、 窯体内埋土上に崩落した状態で検出された。これは細かく破

砕していたため、除去した。

床面は地山を約 60cm掘 り込んだところに設けられており、 2枚存在する。 (第 17図 )下

層の床 1・ 上層の床 2のそれぞれ上面には、かき出されて堆積した暗黒色・黒色の炭灰、

およびその堆積層中からは破棄された須恵器が検出された。この堆積した炭灰の厚さは、
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床 1で約 10Cm・ 床 2で約 15 cmで ある。床面のレベルは西側と東側で、床 1が約 30cm、 床 2

が約 28cmの高低差を示すが、全体的に緩やかな傾斜であり、傾斜変換点はさらに東側奥の|

調査区外に存在するものと想定される。これら炭灰の堆積状況および床面傾斜角から、当

該都位は太満池北窯の燃焼部であると考えるものである。

ところで、本窯の焚口は既に欠失しているが、この破壊はおそらく池の浸食作用等をそ

の要因とするものと思われる。また、灰原の遺存については、本窯西端より西へ 8mの範

囲で東西方向の トレンチ、本窯西端より西へ 8m地点で南北15mの トレンチ、本窯西端よ

り西へ 5m地点で南北15mの トレンチを設定して土層断面観察を行い、地山が急激な傾斜

で落ち込む、全面調査区域より西へ約 3mの範囲内で既にほぼ露出していた地山面を再確

認したが、灰土層等を検出するに至らなかった。つまり、本窯の現在の西端より西へ 10m

以上離れた、冬季にも水が残る箇所の泥上下においては不明であるが、今回調査を実施し

た本窯西側 120ド の範囲内には灰原は遺存しない。

調査区東端以東についてであるが、前述のように検出された窯体は燃焼部のみであり、

なおも窯体は東方へと続き、焼成部が鉄工所建物下に遺存するものと思われる。 しかしな

がら、当該地点における中位段丘崖・中位段丘面の遺存状況が不明であるに加えて、焼成

部の崩落した天丼部上層においてその埋土内から須恵器片・窯壁片が検出されることによ

り、焼成部は多少の破壊を受けているものと推察される。

(遺物 ) (第 18図・第19図 )(図版 14・ 15)

今回の調査で本窯から出上した須恵器の総量はコンテナ約 7箱分である。窯体埋土内出

土の須恵器には杯蓋・杯身・高杯・奏があるが、いずれも小片であるために図示 しうるも

のが少なかった。よって、本報告では燃焼部床 1・ 床 2の堆積層内検出の須恵器のうち図

示しうるもの、杯蓋・杯身・高杯・高杯蓋・短顕壺の計 76点 を掲載した。 (第 18図 ・第 19

図 。第 2表)個々の資料については第 2表で土器観察を行っているので、ここではその概

ねを述べる。

a.燃焼部床 1堆積層出土遺物
床 1堆積層からは杯蓋 。杯身・甕が出土している。ここに図示しえたのは杯蓋 3点 。杯

身 3点である。 (第 18図 1～ 6)(図版 14 1～ 4)
杯蓋の口径は最大のもので 14.5cm、 最小のもので12.Ocmを 測り、その器高は最大のもの

で 3.6 cm以上、最小のもので 2.8 Cmを 測る。口縁端部の処理はやや丸くおさめるものと、

やや鋭いものがある。天丼部は 2がやや低 くやや丸いが 1・ 3は低く平らもしくは平らに

近い。口縁部は 3点 とも下外方に下っている。 (第 2表 。第 5表 )

杯身の口径は最大のもので 14.5cm、 最小のもので12.Ocmを測る。その器高は最大のもの

で 4.O cm以上、最小のもので 3.2 cmを 測る。たちあがり高は 4・ 6が 0,9 cm、 5が 1.O cm
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を測る。口縁端部の処理は 4・ 5がやや鋭いかもしくは鋭く、 6は丸くおさめる。たちあ

がりは 4・ 5が内傾したのち中位・端部付近で上方にのび、 6が内傾してのびる。受部は

外上方・水平にのび、底体部は 3点 とも平らに近く、 4。 6が浅めで 5がやや深い。 (第

2表 。第 6表 )

b.燃焼部床 2堆積層出土遺物
床 2堆積層からは杯蓋・杯身 。高杯・高杯蓋・短頸壺蓋が出土している。ここに図示し

えたのは杯蓋24点・杯身39点・高杯 1点 。高杯蓋 1点・短頸壼蓋 5点の計70点 である。

(第 18図 7～ 38・ 第19図 39～ 76)(図版14 5～ 10・ 図版15 1～ 10)

杯蓋の口径は最大のもので 16.8cm、 最小のもので12.Ocmを 測 り、その器高は最大のもの

で4.5cm以上、最小のもので3.2cmを測る。口縁端部の処理は、丸くおさめるものが20点、

やや丸くおさめるものが 4点を数える。日縁部が下外方に下るものは12点、下外方に下っ

たのち下方に下るものは 5点、下外方に下ったのち垂直に下るものは 2点、下外方に下つ

たのち外反するものは 2点、下方に下るものは 2点、下方に下ったのち下外方に下るもの

は 1点を各々数える。天丼部は高くやや九いもの 3点、やや高く平らなもの 1点、やや低

く丸い (やや九い)も の 5点、やや低く平らに近いもの 3点、低 くやや丸いもの 1点、低

く平らに近いもの 4点、低く平らなもの 6点を数える。 (第 2表・第 7表)

杯身の口径は最大のもので 15。 3cm・ 最小のもので10.6cmを 測る。その器高は最大のもの

で 4。 3cm、 最小のもので2.4cmを 測る。たちあがり高は最も高いもので 1.2 cm、 最 も低いも

ので 0。 5cmを測る。口縁端部の処理は九くおさめるものが 11点、やや九 くおさめるものが

16点、やや鋭いものが 8点、鋭いものが 4点ある。たちあがりは内傾してのびるものが14

点、内傾したのち中位で上方にのびるものが10点、内傾したのち中位で上内方にのびるも

のが 2点、内傾 したのち中位で直立するものが 3点、内傾 したのち低位で上方にのびるも

のが 2点、内傾したのち低位で直立するものが 1点、内傾したのち端部付近で上方にのび

るものが 6点、内傾したのち端部付近で直立するものが 1点を各々数える。 (第 2表 。第

8表 )

短頸壺蓋の口径は最大のもので 12.3cm、 最小のもので 10。 Ocmを測る。器高は最大のもの

で3.6cm以 上を測る。口縁端部は48・ 50・ 51が内傾する平面を成し、52がほぼ水平な平面

を成し、53が丸くおさめる。日縁部は48が垂直に下ったのち外反し、50・ 52が下外方に下

ったのち外反し、51が下外方に外反して下 り、53は下外方に下ったのち内彎する。天丼部

は48がやや高いほかはやや低い。

(小結)

本窯の調査では、焼成部からかき出されて燃焼部に溜まったと考えられる炭灰が、明確

に 2層確認しえたため、それぞれの炭灰堆積層直下の面が操業時の床面として機能したも
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のと推定した。また、各々の炭灰層内においてはそれ以上の分層は不可能であった。この

ため、本窯では最低 2回の操業 (窯焚き)が行われたものと考える。
ゆえに、調査時には床面直上堆積層毎に須恵器の取 り上げを試みたのであるが、床 1上

面堆積層内におけるその個体数が非常に少なかったため、床 1上面堆積層内検出の須恵器

と床 2上面堆積層内検出の須恵器の形態等の対比を、数量的に良好な条件下で行うことが

できなかった。

しかしながら、床 1上面堆積層内検出の杯蓋・杯身はT K43型式 の範疇に収まるよう

であり、床 2上面堆積層内検出の杯蓋・杯身は、口径が大きく底体部の浅いものが多く見

受けられ、T K43型式に比定しうるものを含むものの、その多くはT K209型式 の範疇 に

収められよう。

生産地においても消費地においても、T K43型式とT K 209型式の須恵器が想像以上に

混在して出土するように看取され、既報の窯跡発掘調査においても窯体毎および焼成床面

毎、または灰原等の層序毎にT K43型式とT K 209型式の須恵器を明確に分離しうる検出

がなされた例は少ないように思われる。この太満池北窯燃焼部もそれと同様な状況を示す

一資料として評価できようか。

(1)古泉 弘「江戸」『都立一橋高校地点発掘調査報告』1985年
(2)森 浩―「第一章第三節 土器の生産」『狭山町史』第一巻、本文編、1967年
(3)田辺昭三「陶邑古窯址群 I」 『平安学園考古学クラブ研究論集』第10号、1968年

(4)T K43-I号窯においても、その焼成部最終床面上 。灰原出土の須恵器にはT K43

型式に比定しうるものとT K 209型式に比定しうるものの双方を含むであろうこと

が、その報告書掲載出土遺物実測図・遺物写真から伺える。 (大阪府教育委員会

「陶邑V」 『大阪府文化財調査報告書』第33輯、1982年 )
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まとめ

今回の調査では太満池東岸に所在する2基の須恵器窯の発掘を実施した。狭山池となら

んで大阪狭山市を代表する溜池である太満池が、埋め立てという形でその長い歴史に幕を

開じたのは痛恨の極みというべきであるが、埋め立てに先立つ発掘調査によって多くの成

果を手にすることができたのは不幸中の幸いであった。

今回の調査の結果、太満池東岸に位置する 2基の須恵器窯跡はほとんど同時期に営まれ

ていたことが確認できた。またそれらの窯のうち北窯においては杯と甕の出土が目立ち、

南窯からは高杯、甦等多彩な器種が出土している。隣接して所在する同じ時期の窯の遺物

にこのような差異がみられることは、窯間で機能の差があつたことを感じさせる。

大阪狭山市は陶邑窯跡群の西端に位置しており、市内でもこれまでに約80箇所の須恵器

窯が確認されている。その大半は分布調査 によって所在を確認されただけのものであり、そ

の詳細については今後の調査の結果を待たなければならないのであるが、その限定された

知見によれば、本市の須恵器窯は今回発掘された2基の窯と同時期のものが圧倒的に多い

といえる。なぜこの時期に多くの須恵器窯がこの地に営まれたのか、そして須恵器の生産

に従事した工人たちは一体どこに住んでいたのか、発掘成果を地域史に昇華する段階での

多くの謎はいまだ残されたままである。今後は発掘調査によって市内の須恵器窯の全容を

明らかにするとともに、その保存、有効利用についても努力を重ねていきたい。
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遺 物 観 察 表

第 1表 太満池南窯出土遣物観察表

第 2表 太満池北窯出土遺物観察表
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第 1表

器種
面
版
図
図 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

杯
　
蓋

4-1
ロイ垂  14.4
器高   盗。3

口縁部は下方に下 り、
端部は丸 くおさめる。
天丼部は高 く丸い。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨夕。
天丼吉呂タト面2/3、  回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :内一青灰色、外―灰色 (

胎土 :密。白色微砂粒を含む(
焼成 :良好、堅緻。
残存 :1/2。 反転復元。

同
　
　
上

4-

3-

ロイ垂  14.0
器高   4.3

口縁部は下外方に下った
のち下方に下る。口縁端
部は丸くおさめる。天丼
吉Б体部の境界 |こ非常 t尊屯
い凹線がめぐる。天丼部
はF筆 くほIF)七 ▼ヽ。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
天)1吉トタト面3/4、  回車云
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰色。
胎土 :密。0.lmm～ 2 mmの 白
色砂粒を含む。

焼成 :良好、堅緻。
ほぼ完形。

同
　
　
上

4-3

3-2

口て垂  14.4
器高  4.4

口縁部は内弯気味に下
り、端部は九 くおさめ
る。
天丼部は高 く丸い。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
天チ1吉トタト面 4/5、  回車云
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :内一灰褐色、外―暗灰
色。胎土 :密。白色微砂粒を
含む。焼成 :良好。
残存 :3/4。  反転復元。ヘラ
記号 :天丼部外面に「一」。

同
　
　
上

4-4
ロイ垂  12.4
器高   4.5

口縁吉焉は「 Fうケに
~Fり
、

瑞部は丸 くおさめる。
天丼部は高 くやや九い

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
天)1者隅タト面 2/3、  回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰色。
胎土 :密。0.lmm～ 3 mmの 白
色砂粒を含む。

焼成 :良好、堅緻。
残存 :1/4。 反転復元。

同
　
　
上

4-

3-

口径
器高

３

４

口縁部はほぼ下方に下
り、端部は丸 くおさめ
る。
天丼部は低 く平 ら。

マキアゲ、 ミズ ビキ成
形。
天丼吉Бタト面 3/4、  回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向Э
色調 :青灰色。
月台土 :密。 O。 lmm～ 3 mm7)白
色砂粒を少 し含む。

焼成 :良好、堅級。
残存 :4/5。

同

　

　

上

4-

3-

ロイ垂  14.2
器高  4。 1

口縁吉隅は
~ド

タト方 |こ
~Fり
、

端部は丸くおさめる。
天丼部は高く平ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
天チ1吉Бタト面 3/4、  回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :青灰色。胎土 :密。 1
mmの 白色砂粒を若干含む。
焼成 :良好、堅緻。
残存 :2/3。 反転復元。ヘラ
言己号 : 天チ1音呂タトロ三に 「―J。

同
　
　
上

4-7
０

７

４

３
径
高
口
器

口縁吉卜1よ
~ド
タト方に下 り、

端部は丸くおさめる。
天丼部は低 く平らに近
い 。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨夕。
フミチ1言呂タト冨覇2/3、 回車云
Vへ ラヽ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰色。
胎土 :密。 l mmの白色砂粒を
含む。

焼成 :良好、堅緻。
身寛イ子: 5/6。

同
　
　
上

4-8

3-5

４

７

４

３

径
高
回
器

口縁著卜は「ドタトフケに
~Fり
、

端部は丸 くおさめる。
天丼部は低 く平 ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨夕。
天チ1吉【タト面 2/3、  回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :明青灰色。
胎土 :密。1.5mmの 白色砂粒
を含む。

焼成 :良好、堅緻。
残存 :3/4。

同
　
　
上

4-9
口径
器高

４

３

口縁部は下外方 |こ下っ
たのち下方に下る。
回縁端都は丸 くおさめ
る。
天丼部は低 く平 ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
テEtt。
天チ1吉Ь夕1面 3/4、  回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰白色。
胎土 :密。 1.Ommの白色砂粒
を若十含む。
:良好、堅緻。
:3/5。 反転復元。

成

存

焼

残

同
　
　
上

4--10
口 径

器高
口縁吉卜は三E[主 に

~Fり
、

端部は丸 くおさめる。
天丼吉卜は低 く平 ら1こ近
い。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨夕。
天丼部外面4/5、  回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :暗青灰色。
胎土 :密。 4 mmの白色砂粒を
若千含む。

焼成 :良好、堅緻。
残存 :2/5。

太 満 池 南 窯
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器種
面
版
図

図 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

杯
　
　
蓋

4-11

3-6

回ぞζ  14.2
器高  4.8

口縁部は内弯気味に下方
に下 り、 端吉卜1よ丸 くおさ
める。
天丼部は低く平らに近い。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
天チ1吉Бタト面4/5、  回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。色調 :

内一灰褐色、外一灰色。
胎土 :密。 2 mmの 白色砂粒を
若千含む。焼成 :良好。
残存 :7/8。  ヘラ記号 :天丼
部外面 |こ「=」 がある。

司

　

　

上

4-12

3--7

ロイ壬  13,9
孝滸F考    4.3

口縁吉Lは 下タトラケに
~ド

リ、
端部は丸 くおさめる。
天丼部は高 く平 ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
天す1言隅タト面 3/4、   回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰白色、一部黒色。
胎土 :密。 2 mm～ 2.5mmの 白
色砂粒を含む。

焼成 :良好、堅緻。
ほぼ完形。

司

　

　

上

4-13
４
３

径
高
回
器

に1縁部は下タト方に lfり 、
端部は丸くおさめる。
天),ユ部は低く平らに近し

マキアゲ、 ミズビキ成
形。 天チ1吉Бタト面3/4、
回転ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :青灰色。
胎土 :密。 7 mmの 白色砂粒を
わずかに含む。

焼成 :良好、堅緻。
残存 :1/4。  反転復元。

司

　

　

Ｌ

4--14
14.3
3.4

径
高
口
器

|]縁部は垂直に下つたの
ち ドタI・ tに 下る。
「1縁端都は丸 くおさめるc
フくす1言Бは下葛くメLい。

マキアゲ、 ミズ ビキ成
形 。

天チ1言Бタト面 1/2、   回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :青灰色。
胎土 :密。 2 mmの 白色砂粒を
若干含む。

焼成 :良好、堅緻。
残存 :1/4。  反転復元。

同

　

　

上

4-15

3-8

径
高
口
器

「J縁都は垂直に
~ド
リ、 端

都は丸 くおさめる。
i天チト部は低 く平 ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
チE夕。
天)1言Бタト面2/3、  回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰白色。
胎土 :密。 l mm～ 2 mmの 白色
砂粒を着千含む。

焼成 :良好、堅緻。
ア党イ子: 3/4。

司

　

　

上

4-16
14.0
3.4

径
高
Ｈ
器

に1縁都は ドタリデに ドリ、
端部は丸 くおさめる。
天 1井吉БはllRく 平 らに近▼光

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
天チ1常[タト面 3/4、   回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰色。
胎土 :密。 3 mmの 白色砂粒を
わずかに含む。

焼成 :良好、堅緻。
残存 :1/4。 反転復元。

同

　

　

上

4--17
径
高
口
器

[:J縁部は 1殉だ気味に
~ド
っ

たのち下外方に下る。
にI縁端部はやや鋭い。
天丼都は低 く、やや聞後

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨夕。
天丼部外面 2/3、 回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :内一灰色、外―青灰色。
胎土 :密。 l mmの白色砂粒を
若千含む。

焼成 :良好、堅緻
残存 :1/5。 反転復元。

司

　

　

二

4-18

3-9

口 径

器高

「1～芙吉呂イよ
~F・

プテ|こ
~ド

リ、 す〔
部は九くおさめる。
天),都はイ氏くさrら |こ近い
が、焼き歪みのために一
部凹む。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
天丼部外面 3/4、  回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。色調 :

青灰色、一部橙色。胎土 :密。
3 mmの 白色砂粒を若千含む。
焼成 :やや不良。残存 :5/6。
ヘラ記号 :天丼部外面に長さ
12.5cmの「一」がある。

杯
　
　
身

4-19

4- l

口径  11.2
受者卜径  14.2
器 高   3.2
たちあ 1.0
がり高

たちあが りは内傾 したの
ち、中位で上方にのびる(
端部はやや鋭い。
受部は外上方にのび、端
部は丸 くおさめる。
底伝部はやや深 くやや丸
� 。ゝ

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
底部外面回転ヘラ削 り
調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰黄色。
胎土 :密。 3 mmの 白色砂粒を
若千含む。

焼成 :良。
ケ完7子 : 3/4。

同
　
　
上

4-20

に1イ垂  11.6
受吉隅径 14.0
器高   3.7
たちあ 0.9
が り高

たちあが りは内傾 しなが
らやや上方にのび、端部
はやや鋭い。
受吉L`よタト_Lブテにのび、 端
部は九 くおさめる。
底体部はやや深 くほぼ平
ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
底部外面回転ヘラ削 り
調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :外面―灰色、
内面―褐灰色。

胎土 :密。 l mmの白色砂粒を
含む。焼成 :良。

残存 :3/5。 反転復元。
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器種
面

版

図

図 法 量 俺m) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

杯
　
　
身

4--21

4-2

ロイ垂  14.4
受吉Б径 14.6
器高   4.2
たちあ 0.9
が り高

たちあが りは内傾 したの
ち、端部付近でほぼ直立
する。端部はやや鋭い。
受部は外上方にのび、端
都はやや鋭い。底体部は
やや深 くやや九い。

マキアゲ、ミズビキ成
形。
底吉トタト面2/3、  回転 Vへヽ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :黒褐色。
月台上 :密。 2 mm～ 2.5mnの 白
色砂粒を含む。

焼成 :史好9残存 :2/3。  底
都全体に自然オ由。窯壁片付着。

司

　

　

Ｌ

4-22

4-3

ロイ垂  12.0
受吉Б径 14.5
号
==考

    4.O
たちあ 0。 9
が り高

たちあが りは内傾 したの
ち、端部付近でやや上方
にのびる。端部は鋭い。
受部 はやや外上方にのα
端部はやや鋭い。底体部
はやや浅 くやや丸い。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
底吉トタト面 5/6、  |コ転ヘ

ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :青黒色。一部赤偶色。
胎土 :やや粗。 l mm～ 3 mmの
白色砂粒を多 く含む。

焼成 :やや史。
ほぼ先形。 li・ t吉呂一言隊」HL。

F司

上

4-23

4-

口径  11.8
受吉トイ垂 14.6
器高  3.7
たちあ 1.0
ガ り高

たちあが りは内傾 したの

ち、中位でやや上方にの
びる。端部はやや丸 くお
さめる。受部はほぼ71C平
にのび、端部は丸 くおさ
める。底体都はやや浅 く
ほば平 ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
テレ。
底部外面5/6、  回転ヘ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :明青灰色。底体部外面
一部黒禍色。

胎上 :密。 2 mmの 白色砂粒を
含むの焼成 :良好、堅

緻。残存 :7/8。  窯壁片付な

同
　
　
上

4-24

4-5

「ヨそ登   12.4
受音隅イ垂 15.0

==ギ
章    3.7
たちあ 1,1
がり高

たちあが りは内傾 したの

ち、中位でやや直立する。
端都は丸 くおさめる。受
吉Ьはほぼ水平にのび、 端
部は丸 くおさめる。底体
都はやや浅 く若千丸い。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
底吉隅タト面2/3、  回転おヽ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰色。底体部外面一部
暗灰色。胎土 :密。 2 mmの 白
色砂粒を含む。焼成 :史好、
堅緻。 残存 : 5/6。   底体吉[タト
面窯壁片付着。内面灰かぶ り。

同

　

　

上

4-25
口径  12.4
受部径 15.0
残存高 3.5
たちあ 1.1
が り高

たちあが りは内傾 したの

ち、上方にのびる。端部
はやや鋭い。受部はやや
タト上方にθ9び、 端吉Lは丸
くおさめる。底体部は浅
くほぼ平 ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
チ杉分。
底部外面5/6、  回転ヘ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :内一黄灰色、外一黒禍
色。胎土 :密。 3 mmの 白色砂
粒 を含む。焼成 :史。残存 :

1/2。 )式や卜吉【タト面上器ナ十熔着、

自然釉付着。

同
　
　
上

4--26
回径
受部径
残存高
たちあ
が り高

４

８

９

９

２

４

３

０

たちあがりは内傾しての
び、端部は鋭い。受部は
ほば71tttに のび、 端吉hは
やや鋭い。
底体部はやや深くやや丸
い 。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨分。
底吉卜外面 6/7、  回転おヽ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰色。胎土 :密。 3 mm
の白色砂粒を含む。焼成 :良
好。残存 :1/5。  反転復元。
体吉Б外面に重ね焼の際の上器

片熔着。受部自然釉付着。

同
　
　
上

4--27
回径   12.8
受著卜径 15。 2
残存高 3.7
たちあ 1.0
が り高

たちあが りは内傾 したの
ち、中位でやや直立する①

端部は丸 くおさめる。受
部はやや外上方にのび、
端部は丸 くおさめる。
底体部はやや深い。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
底部外面 5/6、  回転ヘ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰青色。
胎上 :密。 2 mmの 白色砂粒を
若
二
「 含
む。

焼成 :良好。
残存 :1/5。 反転復元。

同
　
　
　
上

4-28
口径
受部径
残存高
たちあ
が り高

４

０

９

９

１

４

３

０

たちあが りは内傾 したの

ち、端部付近でやや上方
にのびる。端部はやや九
くおさめる。受部はほぼ

水平にのび、端部は丸 く
おさめる。底体部はやや
深 くほぼ平 ら。

マキアゲ、 ミズビキ成

テ膨夕。
底都外面 5/6、  回転ヘ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :にぶい赤掲色。
胎土 :密。 2 mmの 白色砂粒を
わずかに含む。
やや史。
1/4。

成

存

焼

残

同
　
　
上

4--29
ロイ垂  12.6
受著隅径 15.1
残存高 3.8
たちあ 1.0
が り浮計

たちあがりは内傾したの
ち、低位で上方にのびる(
端部は丸くおさめる。受
吉hは」Lタト方 |こ短くのび、
端部は丸くおさめる。底
体部はやや深い。

マキアゲ、 ミズビキ成
テレタ。
底吉呂タト面6/7、 回転ヘ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :淡いオリーブ灰色。
胎土 :密。 2 mmの 白色砂粒を
若千含む。

焼成 :やや良Ь
ア完7=: 3/5。

同

　

　

上

4-30
口径  12,9
受部径 15。 1
残存高 3.6
たちあ 1.1
が り高

たちあが りは内傾 したの

ち、中位で直立する。端
部は丸 くおさめる。受部
はJLタト方 |このび、 端著隅は
丸 くおさめる。底体部は

浅 くやや丸い。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ杉ケ。
底吉|タト面6/7、  回転ヘ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰色。
胎上 :密。 2 mmの 白色砂粒を
若千含む。

焼成 :良好。残存 :1/3。
底体吉焉タト面灰か勇ミリ。
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器種
図 面
図 }阪

法 量 にm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

杯

身

4--31

4- 6

口径  11.6
受吉Б径 14.6
器高   3.3
たちあ 0.9
が り高

たちあが りは内傾 したの

ち中位でやや_L方にのび
る。端都はやや九 くおさ
める。受都はクト上方にの
び、端部は丸 くおさめる〔
底体部は浅 く平 ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨ケ。
底吉トタト面4/5、  回転ヘ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :青灰色。底体部 。たち
あが り外面一部暗赤褐色。

胎土 :密。 2 mmの 白色砂粒を
若干含む。焼成 :良好。ほぼ
完形。底体部外面窯壁片熔着

司

　

　

上

4-32

4-7

「コイ垂  12.6
受部径 15.1
器高  4.1
たちあ 0。 9
がり高

たちあが りは内傾 したの

ち端部付近で L方 にのび
る。端部はやや鋭い。受
吉卜は_Lタト方にのび、 端者ト
はやや鋭い。底体都はや
や深 く丸い。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
底吉トタト面5/6、  回転ヘ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰色。胎土 :密。 3 mm
の白色砂粒を若千含む。焼成 :

やや良。ほぼ完形。底体部内

面一都灰かぶ り。受部・体部
外面一部窯畦片付着。

同

　

　

上

4-33

4-8

口径
受部径
器高
たちあ
が り高

たちあが りは内傾 したの

ち、瑞部で ti方 にのびる〔
端部は式'く

つ鋭い。1登都は
ほt島1(｀卜|このつヾ、 す器吉卜は
丸 くおさめる。底体部は

浅 く岩十九い。

マキアゲ、 ミズビキ成
)杉。
底部タト面9/10、 回

'伝

ヘ

ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :青灰色
胎土 :省。 5 mmの 白色小石を
わずかに含む。 3 mmの 白色砂
粒 を含む。焼成 :良好、堅緻
残存 :8/9。

司

　

　

Ｌ

4--34
口径  13.5
受著卜径 15.6
器高  4.3
たちあ 1.3
が り高

たちあが りは内傾 しての
び、端部はやや丸 くおさ
める。受部はほぼ/1tさ Fに
のび、舅I部は丸 くおさめ
る。底体部はやや深 くや
や丸い。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
底部外面 5/6、  回転ヘ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ,HH転 :右方向。
色調 :暗青灰色。一部灰赤色
】台:上 :密。 l mm～ 2 mmの 白色
砂粒を若干含む。

焼成 :良好、堅緻。
残存 :1/2。  反転復元。

同
　
　
上

4-35

4-9

「ヨ径
受部径
器高
たちあ
が り高

たちあが りは内傾 してや
や短 くのび、】汁都は鋭嗅
′受吉БはほtF水さ|え |このび、
端部は丸 くおさめる。
底体都は浅 く^Fら 。

マキアゲ、 ミズビキ成
,杉。
ナミ帝卜外面7/8、  十劇ほ Vヘ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :内一灰白色、外一暗青
灰色。胎」七 :密。 2 mmの 白色
砂粒 を若千含む。焼成 :良好。

残存 :7/8。  「再雨罰、 体部タト面
,天かぶ り。受部自然釉 4寸着。

杯
　
　
篭

5-36
「114壬   14.0
残存高 4.0

|]千丈著卜は
~Fう
ケに ドリ、 耳思

部は九 くおさめる。
天丼部はやや高 くやや丸
い 。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ移。
メミリ1=帝h夕li罰 3/4、  In4中去
ヘラ削 り調整。
他は回illAナ デ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :体部内面一灰白色。天
井部内面一灰色。外面―禍灰

色。一部灰色。胎土 :やや篠
l mmの 白色砂粒を多 く含む。
焼成 :史好。残存 :1/3。

1司

上

5--37
,コイ垂  16.0
残存高 4.0

口縁部は若十内を気味に

下つたのち下方に下る。
端部はやや丸 く、内面に
内傾するあまい四面を成
す。天丼部体部境界に鈍
い凹線がめ ぐる。天丼都
は低 く平 ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
テEケ。
天リト都タト面7/8、  回転
お、ラ肖Uり ljl司整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :青灰色。
胎上 :密。 2 mmの 白色砂粒を
わずかに含む。

焼成 :良好、堅緻。
残存 :1/4。 反転復元。

司

　

　

上

5-38
「Jそ垂   13.6
残存高 3.7

に1縁部は下方に下つたの

ちt端都付近でやや内fり
する。端部は九 くおさめ
る。天丼部はやや低 くや
や丸い。

マキアゲ、 ミズビキ成
形.
i天 )「士トタトl145/6、   IJ転
ヘラ肖1り 調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :内一灰色、外一黒褐色。
胎土 :や や密。 3 mmの 白色砂
桂を含む。

焼成 :史好。残存 :1/2。 反

転復元。外面一都窯壁片付着。

同
　
　
上

5-39
Iコイ蚤
残存高

口縁部は下外方に
~Fつ
た

のち、端部付近でやや内
弯する。端部は丸 くおさ
める。天丼部は低 く平 ら
1こ夷Lし 。ヽ

マキアゲ、 ミズビキ成
テレタ。
天丼部外面 5/7、  回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :|1旨灰色。
胎土 :密。 l mmの白色砂粒を
含む。
良好。
1/6。  .反転復元。

成
存
焼
残

同

　

　

上

5-40
４
３

径
高
回
器

口縁都はやや下外方に下
ったのち垂直に下る。
端部は丸 くおさめる。
i尺,キ吉【は1氏 くヨニら。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
天 JI―吉Бタト面 6/7、  回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :暗青灰色。
胎土 :密。 3 mmの 白色砂粒を
わずかに含む。

焼成 :良好、堅緻。
残存 :4/9。 反転復元。
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1去 :吐 (cm) 形 態 の 特 徴

口縁部はやや下方に下り、
_/J部は九 くわさめる
人)F部 はやや高 く九い令

マキアゲ、 ミズビキ成
,レ .

プ(り 1吉|`タト「師6/7、  |:Jl●
ヘラ削 り調整 |
他は仲Iほナデフ1整 下

1呵ほ :右方向、、
背灰色し
竹じ 2 mmの |′ 1色砂粒を
含むっ
lt友子、
1/4台  反転復元。

ロ ク

色訓
||十 1_il

暁成

残 存

|1縁吉5は ドクト

'デ

に ドリ、
11絲は九 くおさめる .

天丼部体部境界に非常に
鈍い IIコ線がめ ぐる .

リミリト部は lltく lrら。

マキアゲ、 ミズビキ成
)レ i

夕こ)F吉トタトlhi7/8、   十111獄
ヘラ削 り]1整 .
他は 1州転ナデi'1整

ロクロII II怯 :右ブ」向 .
色調 :青灰色、
胎上 :常 ! 311nの 白色砂粒を
イイ
「
含む

研:す文 :ょと,ケ莞存 :1/4. 反ほ
復 元・、人)「部外 1師 li器片付若ご

1 1率おそ帝出1よ 卜
‐
クトノ」に ド1)、

端部はやや丸くおさめる
ブくり1:部は低く

｀
rら .

I Iや央吉呂は トタトノ」に ド子)、
瑞部は丸 くおさめる _
人井都は低 く平 らに近い

マキアゲ、 ミズビキ成
)レ (,

人リト1旧外 Ti下 6/7、  
“

ュ|は
ヘラ削 り調粋 f
他は回転ナデ調整 .

マキアゲ、 ミズビキ成
;形 .

メこりF吉トクト1白 i5/6、   十1可寸ム
ヘラ削 り調整 ,
他は IⅢlほナデ,可整

マキアゲ、 ミズビキ成

'レ

:

人井部外山〒5/7、 回ほ
ヘラ削 り調惟 f
他は同ほナ デ訓堆、

マキアゲ、 ミズビキ成
J影て
ブミ)卜吉トクト

「
Ff3/4、  十「Jl弦

ヘラ削 り洲整.
他は田ほナデ調整

`

マキアゲ、 ミズビキ成
形〔 天)「部外面6/7、
1甲 Iほヘラ削 り,可 堆 他
は IⅢ Iほナデ調整 ,日縁
部クト1白iはのちキ従方向の
‖」毛のち1呵ほナデ洲堆ぅ

マキアゲ、 ミズビキ成
,杉ぅ
メこ)卜吉|`クトlrt17/8、   |111立 (
ヘラ削 り調整。
他は 1呵 1転ナデ調整↑

マキアゲ、 ミズビキ成
〕杉f、
,()F帝トクトllI14/5、  すЩイ五
ヘラ削 り調整 .
他は同怯ナデ調整 !

マキアゲ、 ミズビキ成
)レ (

メミナ「士Ь外 1有
「
6/7、  Ⅲl日砥

お＼ラ肖Jり ]司 イをィ,
他は

“

Jlはナデ調整

ロクロII中肱 :イ f方 向
色洲 i古灰色 i
胎 li:竹. 3 mmの I・ I色砂粒を
含む

ル切jk i l'tttr、  ドXキ数!′
夕美イ|:1/3, '文 |ほイ獲ノじ|′

内一灰色、外―暗灰色。
竹 ,2■mの 1'I色砂社を
サザと成 :」と攻rィ・
4/7, 反ほ復元.ヘラ
人ナトギf皓外iinに 「―」。

ロク
色調
|〕子,11
含む
残存
言と号
‐

II縁下1`は ド外方に ドった
のち、やや ド方に ドる′
す|‖ if卜はやペンωといぃ
人井淵
`は
低 くlli史で 1判 む

灰色
常 - l mmの 白色砂粒を
イイ「 含
む

上
｀
と次r、  IX串充.
1/4   反怯イ笈ノじ

内一 |り 1灰色、クトー灰色
常  l mmの 1′ 1色砂粒を
含む
1と攻子・,
1/7ぅ  '父Ⅲ吠イ狂ケこ!,

ク
訓
上
　
成
存

口
色
胎
　
焼
残

口縁部は下外方に下つた
のち垂直に ドる。
瑞吉旧は丸 くおさめるの
プこリキ吉【はllRく ^Fら 。

内 灰色、タトー 1帝灰色
やや粒 . l mmの 白色砂
粒を多く含む

`

上【友r、 ,

3/4′ ,

色調
胎 L

'光

チ友
残存

「
1イモ  16.0
そ洋i苛   3.8

II縁都は垂直に下 り、瑞
部は丸 くおさめるの
天丼部は低 く平 ら。

l l作准   13.5
器高  3.0

|1可 1吠 :イ iノ J∴ ]⌒

けfi子灰色,
佑 - 2 mmの 1′ I色砂粒を
含む
ltt
1/4・  '玉イは彼元ぅ

ロク

色訓
)〕台:li

焼 成
残存

I「 I縁部は下外方に ドった
のち ド方に下るこ
端部は丸 くおさめるc
尺井部はやや低 くやや丸
い 、

ロクロ「 IH二 :イ F方 1合〕
色測 :内 一灰色、外― |け千れt灰
色ぅ胎 L:竹 .2 mmの |・ I色砂
位 を狩
「
含む

脱成 :ltttr

残 /F:1/2, '更Ⅲ状イ笈ブと,

ロイ垂  13.0
器高  3.8

内 一青灰色、クトー灰色
竹 -l mmの |:1色砂杜を
わずかに含む、
1｀t
1/4  ナ丈1転イ笈,と

ロ ク

在とlfl司

'IFifli

り光成

残存

口IIJlを :ヽ右方向。II縁部は ,゛タトヴテに ドった
のち
「
方に下る.

端部は九 くおさめる。
天サ1部は低 く5卜 らに近し

I14モ   14.0 「1縁吉Fは ド方に ドリ、 端
部は丸 くおさめるし
天丼部はやや低 くやや丸
い こ

手 1去 の 引寺 微
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イトll
術

阪 1去  111(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

杯
　
　
維

5--51
|1径   14.6
″卜高  3.3

II縁部は トクト方に ドった
のち、 ド方に ドるゎ
す‖常皓イよやくつaといィ下
人 )「部は低く平ら ,

マキアゲ、 ミズビキ成
引杉,ぅ
人チF帝皓外面 5/6、  回ほ
ヘラ削 り調整。
他は 1甲1憶ナデ調整。

ロクロ「Jほ :えf方向。
色調 :灰色。胎上 :竹。 2 mm
の |′J色砂粒を若十含む。
焼成 :良好。 //k存 :2/5。
体常Б。「 I縁者卜外面に窯壁ナ|―付
う音。

5-52
|1径   125
器 i古   4.9

|ホ本部は ド外方に ドった
のち、碇 IIに ドる.
端悧
`は
九 くわ さめる .

ノく
'「

∴
`は

注1く メしヽ ―ヽ、

マキアゲ、 ミズビキ成
,杉。
人リト那外面6/7、  同1云
ヘラ削 り調整 ,
他はIJ怯 ナデ調 1と。

ロクロIⅢ肱 :イ〒方向。
色調 :青仄色。
胎上 :密。 3 mmの rJ色砂粒を
含む。

焼成 :史好、曙緻。
残存 :2/3じ  反ほ復元。

5-53
Ilイモ
イ干il考

口縁部は下外方に下った
のち、下方に下る。
端部は丸 くおさめる。
天丼部はイ氏く≦子ら。
天丼都体部の境界に沈線
がめ ぐる。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ[夕 (ラ
ノく)卜青トクトIFf2/3、   ‖J中云
ヘラ削 り調整∪
他はにJほナデ調整。

ロクロ l「ISI艦 :イうケ1的。
色調 :青灰色。一部赤褐色。
胎 L:密。 2 mmの |′ ]色砂粒を
″十「 含
む。焼成 :史好。

残存 :1/2。  反憶復元。ヘラ
言じウナ: iメこリト帝トクト1釘に 「――J。

5--54
I Iイ(   14.8
イトドぢ     3.3

||ホ衣士出1よ :竜 |!Iに ドリ、
部は九 くおさめる.,
人井部は低 く卜Fら で、
央で IHIむ。

li

マキアゲ、 ミズビキ成
形 。

ノミリトILクト1鰤 6/7、   LJl転
か、ラド,Uり ,司 4盗。
他は 1呵 1云ナデ調堆(

ロクロトJ転 :イ f方向。
色調 :内一炊色、外―暗灰色。
胎上 :常。 2 mmの I旬色砂粒を
才イド含む。焼成 :良ダF。
残存 :4/5. ヘ ラ記号 :天丼
都外面にあ り印      _

杯
　
　
身

5-55
||イ (  12.4
′猛部イ(159
イ||ドj  34
たちあ 0.8
が リドf

たちあが りは内傾 しての
び、 イi:部はやぺつωとい 、
′そ部はクトli:方 にのび、耳∴
常卜は つヽくつωとい

`,

す式イト士|`は つヽヽラィ隻く
｀
「 ら(―

マキアゲ、 ミズビキ成
ヲ1夕 .
底部クトlni5/6、  口H吠ヘ
ラ削 り llll整 .
他は J怯ナデ,1堆 .

ロクロlrl卜隊 :イ F方 lhJ。
色訓 :内 一|1苦赤色、外―灰色。
川子ェli:竹。 l mmの |′ I色砂粒を
含む・ 1光成 :良次r.
残イri 1/3り  反転復元。受吉隅、
イ本士|`クトlifに Jiイ

=ナ

iザ傘若。

5-56
||イ千 H.8
′愛杵|`イ(14.4
ケ尭イ「 1‐
j 3.5

たちあ 0.9
がリドt

たちあが りは内傾 したの
ち、中位で に方にのびる、
端∫帝|`はくつく'働といぅ
受 |卜は外 1上方にのび、11,
湘
`は

九 くおさめる ,
底体部は浅 く||え らて,

マキアゲ、 ミズビキ成

'レ

、,
とくギ引
`ク

トirtF5/7、   LIは 猾ヽ
ラ削 り調推。
他は 口I憶ナデ調整。

ロクロトJ‖弦 :イ「方 |「 1。
色訓 :青灰色

`)

胎 ti:密 D2mmゅ 白色砂粒を
才イlを含む。

ljL成 :良好、略緻¢
ケ党Tr i 1/4。  反転復ヴと。

5-57
||イ
/‐   12.4
′受湘

`イ

モ 15.3
ケ埓イ「 ドヽ  3.7
たちあ 0,9
がりilヽ

たちあが りは内傾 しての
び、 11部 はぺうやメしくわさ
める。
受部は外 li方にのび、 r ll
部は丸 くお さめるcl■R体
部はぺ9や i掟 くほはい十二ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
テレ(,
吹常卜外 i角 F5/6、 II J怯ヘ
ラ削 り調整ぅ
他はⅢJほナデ調整。

ロクロ |「呵怯 :イ f方 れ]。
色,]:青灰色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
わずかに含む。

焼成 :ltttF、 墜緻。
残イF:1/4. 反ほ復 )と。

[i

5-58
|1径   12.2
受那イモ 15.2
イヤ∴も     2.9
たちあ 0.9
が リド慧

たちあが りは内傾 したの
ち、端部イ」近であ まい段
を成 して「i方にのびる。
1澪部は九 くおさめる。受
部はや つヽタトliプデにのひヾ、
イお湘
`は

丸 くおさめる。氏
T4kttは 浅 く｀1を ら(,

マキアゲ、 ミズビキ成
,レぅ
)liclh外 lr146/7、 |ばIはヘ
ラ削 り調堆∈
他は |,IIは ナデ調整t,

ロクロ回転 :∠ f方向。
色調 :灰青色。
胎上 :常。 2 mmの lrl色砂粒を
才
IF ll含
むっ

焼成 :lt好 、曜緻。
残イFi1/4。  反械復身こ。

li

5-59
IIイ(  13.2
′そ|卜径 15.8
イ干11     3.6
たちあ 0.9
がり高

たちあが りは内傾 したの
ち、引[部付近で li方にの
びる。
_/11部 はメしくおさめる。
受都はクトに方にのび、】岳
部はやや九 くお さめる。
底体部はややイ堤く F`ら

`,

マキアゲ、 ミズビキ成
ナμケ.
底帝|`外 i朽〒5/7、  陣1ほヘ
ラ削 りi調 整っ
他は II」ほナデ調整。

ロクロILl肱 :イ f方向。
色訓 :1月灰青色゛
胎土 :竹。 3 mmの 白色砂粒を
才fl「 含むっ

焼成 :良女F。
残存 :1/2。  反転復元。

Fl

li

5-60
|1径
′そ謝

`イ

千
イ:1高
たちあ
が リド�

たちあが りは内傾 しての
び、yr l部 はやや鋭い。
受部は水さrにのび、瑞部
は九 くおさめる。
氏T4kttは 浅 くほぼ平ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
サレ。
底吉トクト面 6/7、  桓I怯ヘ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ I「可ほ :イ i方「f]。

色調 :|1音赤偶色。
川台fI::?崎。 3 mm σ)lrl色

`少

*とを
才f干含む。

上光子友 :上七。
残rr i 2/3。  

「

k伝復うこ。
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器種
図 面
図 版 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

杯
　
　
身

5--6ユ
ロイ垂  13.6
受者Б径 16.2
残存高 3.ユ
たちあ 0.9
が り高

たちあが りは内傾 したの
ち、中位でやや上方にの
びる。端部は丸 くおさめ
る。受都はほぼ水平にの
び、端部は丸 くおさめる
底体部は浅 くほぼ平 ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
底著Бタト面3/4、  回転おヽ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :紫灰色。
胎土 :密。 2 mmの 白色砂粒を
若千含む。

焼成 :良好。
残存 :2/5。  反転復元。

同

上

5-62

4-10

口径  13。 7
受部径 16.8
器高   3.0
たちあ 0.8
が り高

たちあが りは内傾 したの
ち、端部付近でやや上方
にのびる。端部は丸 くお
さめる。受部は外 上方に
のび、端部は丸 くおさめ
る。 底体吉[は浅 くほぼ平
ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
底部外面 5/7、  回転ヘ
ラ削 りFl]整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色訓 :青灰色。
胎上 :密。 3 mmの 白色砂粒を
含む。

焼成 :良好。
残存 :7/8。

同

上

5-63
口?と   12.0
受部径 14.8
残存高 2.8
たちあ 0.8
がり高

たちあが りは内傾 したの
ち、端部でやや上方にの
びる。端部はやや丸 くお
さめる。受部はややタト上
方にのび、端部は丸 くお
さめる。底伝部は浅 く平
ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
底吉トタト面 5/6、  回転ヘ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰青色 c
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
若千含む。

焼成 :良好。
残存 :1/4。 反転復元。

同

上

5--64
ロイ垂  13.8
受吉Б径 16.4
//2イテ浮煮  3.5
たちあ 0.8
が り高

たちあが りは内傾 したの
ち、端部付近であまい段
を成 し、上方にのびる。
端都は丸 くおさめる。受
部はやや外上方にのび、
端部は九 くおさめる。底
体部は浅 く平 ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ杉分。
底吉卜外面 7/8、  |コ車浄

へヽ

ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
若千含む。

焼成 :良。残存 :1/6。  反転
復元。底部外面窯壁片付着 c

同
　
　
上

5-65
口径
受部径
残存高
たちあ
が り高

２
．
５
．
３
．
０

。

たちあが りは内傾 しての
び、端部は丸くおさめるで
受部は上タト方 |このび、 端
部はやや鋭い。
底体部はやや深くほぼ平
ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
形 。

底吉[タト面7/8、  回転ヘ
ラ削り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :内一灰責色、外―灰色
胎土 :やや粗。 2 nmの 白色砂
粒 を多 く含む。

焼成 :やや良。
残存 :1/3。 反転復元。

同

上

5-66
口 径

受都径
器高
たちあ
が り高

０

４

４

７

４

６

４

０

たちあが りは内傾 したの
ち、端都付近で上方にの
びる。端部は丸 くおさめ
る。受部はやや外 L方 に
のび、端都は九 くおさめ
る。底体部はやや深 く丸
し 。ヽ

マキアゲ、 ミズビキ成
形 。

底部外面6/7、  回転ツヘヽ
ラ削り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :橙色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
若千含む。

焼成 :不良。
残存 :2/3。

同
　
　
上

5-67
口径  13.2
受吉卜径 15.0
残存高 3.3
たちあ 0。 8
が り高

たちあが りは内傾 しての
び、端部はやや鋭い。受
部はやや外上方に短 くの
び、端都はやや鋭い。底
体都は浅 くほぼ平 ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
テレ分。
底吉БttT面 5/7、  回転ツヘヽ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :暗灰色。
胎土 :密。 2 mmの 白色砂粒を
若千含む。

焼成 :良好。
残存 :1/4。 反転復元。

同

　

　

上

-68
ロイ垂  10。 8
受部径 13.6
,見イ1梓三  6.7
たちあ 0。 7
がり高

たちあが りは内傾 したの
ち、やや上方にのびる。
端部は丸 くおさめる。受
部はやや外上方にのび、
端部は丸 くおさめる。
底 徳 部 は 浅 し 。ヽ

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
残存部は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰色。
胎土 :やや粗。 l mmの 白色砂
粒を含む。

焼成 :良好。
残存 :1/4。  反転復元。

局

杯

6-69

5- 1

口4垂  12.8
受部イ垂 15.3
基吉卜径  6.3
脚底径 12.2
器高  8.9
たちあ 1.1
が り高
脚高  5,2

たちあが りは内傾 して上

方にのび、端部はやや鋭
しヽ。 受部はタト■ュ方にのび
端部は九 くおさめる。底
体部はやや深 く丸い。脚
部は下外方に下つたのち、
1/2下方で外下方に開い
て下方に下 り、裾部で外
反する。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
底体吉Lタト面5/6、  回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒 を
多 く含む。

焼成 :良好、堅緻。
残存 :ほぼ完形。
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器種
図 面
図 版 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

一局

杯

6-70

5- 2

ロイ垂  12.6
受吉Б径 15.4
基吉卜径  6.5
脚底径 11.4

器高  8.8
たちあ 1.0
が り高
脚高  4.8

たちあが りは内傾 したの
ち、中位で上方にのび、
端部は丸 くおさめる。受
吉トイよタト上方にのび、 端部
は丸 くおさめる。底体部
はやや深 く丸い。脚部は

下方に下ったのち、1/2
下方でタト下方に開き下外
方に下 り裾部で外反。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨夕。
底体吉卜外面 6/7、  回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰青色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
多 く含む。

焼成 :良好、堅緻①
残存 :ほ ぼ完形。

高
杯
（杯
部
）

6--71

5- 3

脚底径 11.3
基吉隅径  5.9
残存高 4.0

脚部はやや下外方に下っ
たのち、中位で外下方に

開き、外方にのびたのち
外 下方に下る。端部は内
傾する凹面 を成す。脚都
1/2 より下位、3方向 |こ
円孔スカシを有す。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :内一灰色、外―暗灰色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
若千含む。

焼成 :良好。
残存 :脚部の1/3。

同
　
　
上

6-72

5--4

月却,真イ垂 8.7
基吉卜径  5.3
テ見孝言拝三  4.7
脚高  3.4

杯底吉隅はほば平 ら。 上者ト
1よ欠itt。 脚部は下タト方 |こ
下ったのち外下方に開い

て裾吉卜|こΞEり 、 努缶吉【は云゙

や丸 くおさめ、内倶Uで接
地。

マキアゲ、 ミズビキ成
テレケ。
杯底部、回転ヘラ削 り
調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰白色。
胎土 :密。 2 mmの 白色砂粒を
若干含む。

焼成 :やや不良。
残存 :脚書卜の3/5。  4Th吉呂―一言卜。

同

―二

6-73

5- 6

脇,,ミ 4垂  8,0
基吉h径  4.8
残存高 3.7
脚高  2.5

杯底都は平 らに近い。上
吉Lは欠オ員。 脚吉隅は下タト方
に下ったのち、脚部1/3
より下位で外下方に開い

て据部 とする。基部外面
にタテ方向の沈線 15本を
有す。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
回転ナデ調整。

色調 :灰白色。
胎土 :密。 2 mmの 白色砂粒を
若干含む。

焼成 :やや不良。
残存 :脚吉卜の8/9。 杯吉円――吉L。

同
　
　
上

6--74
脚底径 14.4

残存高 6.7 η粥 評 梨 泌 証
下タト方に T゛ り、 裾吉Бでタト
反し、端部はやや内傾す
る平面を成す。 3方向に
長方形スカシを有す。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨ケ。
回転ナデ調整。

色調 :灰色。
胎土 :密。 5 mmの 白色小石を
わずかに含む。

焼成 :良好。
残存 :脚部の 1/3。 反転復元。

同

上

6--75
脚底径 15.0
残存高 5.8

序JttБは
~Fタ
トリケに日用い¬C~F

り、下方1/3で 段を成 し、

下タト方に
~下

り、 裾部でタト
反 し、端部は平面を成 し
て接地する。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨夕。
回転ナデ調整◎

色調 :灰色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
含む。

焼成 :良好。
残存 :脚部の 1/5。 反転復元。

高
杯

（杯
部
）

6--76
回径   6.8
残存高 4.4

口縁部は上外方にやや外
反 してのび、端部はやや
丸 くおさめる。底体部は
やや深 くやや丸い。底部・

体部境界、底都1/2の 位置
にやや鋭い稜をめぐら坑

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
底吉呂タト面3/5、  回転ヘ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰青色。胎土 :密。 2
mmの白色砂粒 を含む。焼成 :

良好。残存 :杯部の2/5。  反
転復元。口縁部・体部・底部
の一部、内面灰かぶ り。

同

上

6-77

5- 5

回イ垂  13.0
基吉Б径  4.0
残存高 9.5

口縁部は上外方にのび、
端部は丸 くおさめる。
底体部は深 く丸い。底都
・体者呂境界、 底吉[2/5の
位置にやや鈍い稜 をめ ぐ
らす。脚部は下内方に下
ったのち、外反 しつつ下
方に下る。

マキアゲ、 ミズビキ成
チ杉夕。
底部外面 1/4、 回転ヘ

ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰青色。
胎土 :密。 2 mmの 白色砂粒を
含む。

焼成 :良好。残存 :杯部 1/3。
脚部の一部。反転復元。

高
杯

（脚
部
）

6--78
脚底径
基部径
脚高

脚部は下内方に下ったの

ち、外反 しつつ、下方に
下 り、 下タト方に

~Fり
、 裾

部内面で一部接地する。
端部はやや外傾する凹面
を成す。1/2上方に 2条、
裾部上方に 1条の沈線 を
めぐらす。 2段 3方向の
長方形スカンを有す。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
回転ナデ調整。
脚部内面の しば り目は
右方向。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :内一灰色、外―暗灰色 c
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
若千含む。

焼成 :良好。
残存 :脚部の 1/2。 反転復元。
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器種
図 面
図 版 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

昔
画

杯

（脚
部
）

6--79

5- 8

脚底径 10.4
基吉Б4垂  3.4
残存高 12.2
脚高  11.2

脚部はやや下内方に下つ
たのち、タト反 しつつ、下
方 |こ
~Fり
、
~Fタ
トリケ|こ

~ド
リ、

裾部で外方にのび、端部
はやや内傾する平面を成
す。1/2上方に 2条、脚
部下方に 1条の沈線をめ
ぐらす。 2段 3方向長方
形スカンを有す。

マキアゲ、 ミズビキ成
テPtt。
回転ナデ調整。

色調 :灰青色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
若十含む。

焼成 :良好、堅緻。
残存 :脚部完形。材ミ吉L― 吉Б。
クト瀬■一吉卜)天かぶ り。

1司

_L

6-80
脚底径 16.8

残存高 7.6
脚吉Бは下

‐
外方に開いて下

り、裾部内面で一部接地
して、やや外 上方にのび
端部はやや外傾する凹面
を成す。脚都中位に 2条
の1尤線、 イ居吉L Lttにヲト常
に鈍い 1条の沈線をめ ぐ
らす。 2段 4方向に長方
形スカンを有す。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨ケ。
回転ナデ調整。

色調 :内一灰青色、
外―青灰色。

胎上 :密の l mmの 白色砂粒を
わずか |こ含む。

〕叱ナ丈 il琶ダF。
残存 :脚部の 1/6。 反械復元。

1司

L

6-81

5- 9

脚底径 19,2
基吉卜径  4.4
脚高   20,2

脚部は下方に下つたのち、
下タト方に開いて下 り、裾
吉焉タト方に短 くのび、 端吉呂
は外傾する凹面を成 し、
内面に段 を成す。1/2上方
|こ 2条、 脚吉卜下方 |こ 2条
の沈線をめ ぐらす。 2段
3方向に長方形スカンを
有する。

マキアゲ、 ミズビキ成
チ膨ケ。
回転ナデ調整。
脚部内面の しぼ り日は
右方向。

ロクロllll転 :イf方 lr]。
色調 :灰色。
胎上 :密① 7mmの向色小/fを
わずかに含む。 3 mmの |:]色砂
粒を含むし焼成 :1こ夕r。 残存
:脚吉皓の2/3。 一部反転復 ,tt

同

上

6--82
脚底径 16.7
残存高 9.1

脚吉卜1よ
~Fタ
ト方に開 Vヽて下

り、裾部で非常にあまい

段を成 し、端部はタト傾す

る凹面を、内面にあまい

段を成す。脚都中位に 2
条の沈線、裾部上方に非
常に鈍い こ条の沈線をめ
ぐらす。 2段 3方向に長
方形スカンを有する。

マキアゲ、 ミズ ビキ成
形 。

回転ナデ調整。

色調 :灰色。
州台土i:密。 2 mmの 白色砂粒 を
わずかに含む。

焼成 :良好。
残存 :脚都の 1/6。 反転復元。

甦

6-83

5--7

基者卜径  4.6
体吉[最 10.0
大径
残存高 14。 9

口頚部はタト弯 しなが ら_L
外方にのび、回縁部 との
境界で沈線をめ ぐらす。
肩部はややクト下方に下り、
体部最大径は然部上位に
位置 し、その位置に円子し
を穿つ。底都はほぼ平 ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
底体部外面、回ほヘラ
削 り調整。
円孔の周囲、静JLナ デ
調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロIJ転 :右方向。
色調 :内一灰色、クトー灰青儀
胎土 :竹。 2 mmの「有色砂粒を
含む。

焼成 :良好、曜緻じ
残存 :3/5。

一
症

瓶

7--84

6- 1

口径  7.2
基者h径  5.5
体吉L最 15.2
大径
名ξ芹≡   19,7

口頸部はややタト弯 しなが
ら上外方にのび、口縁都
でほぼ直立 し、端部は丸
くおさめる。肩都・体部・

底部は正面で縦に長い球
形を成 し、側面でやや角
張つた楕円形を成す。肩
部に先端が丸い下方へ屈
曲した把手を付す。

マキアゲ、 ミズ ビキ成
形 。

肩部・体部 。底部前面、
同側面8/H、 カキ日調
整。
同側面3/H、 回転ヘラ
肖噂リヨq五占。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :イ I方向。
色調 :灰青色。胎上 :密。 1

翌舟P鍵駿掃島拿丸&t笠多去
背面・側面に窯壁片熔若。日
顕吉Б。背面に自然ポ由4可

‐
若。

「
司

上 6- 2

7-85
口径   6.8
基吉呂径  5.6
体吉卜最 17.3
大径
考滸浮三   22.1

口頸部は上外方にのび、
日縁吉卜に至 り、 端吉Ьは丸
くおさめる。口顕部は焼
け歪む。肩部・体部。底部
は正面で縦に長い球形を
成 し、側面で楕円形を成
す。肩部に先端が丸い下
方へ屈曲する左右一対の

把手を付す。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨ケ。
肩部・体部・底部前面
同似1面 1/2、  カキロ調
整。
肩部・体部・底部背面
5/7、
「
司側面 1/2、  EHI転

ヘラ削 り調整。他は回
転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :暗灰色。
打台土二:密。 2 mmの 白色砂粒を
含む。

焼成 :良好。
残存 :ほぼ先形の
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器種
I�   田
I当

'阪

法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

1是

瓶

7--86

6-

|コイそ   7.1
基都イ壬 5,9
体吉皓最 18.6
大径
そξ窄考   23.0

「]顕部はタトを しなが ら上
外方にのび、 IJ縁吉卜で L
方にのび、 _rllj部は九 くお
さめる。ん,部・体都・底
都はiEI面で球形を成 し、
側面で若十角張つた楕円
形を成●。

'「

需Бに先端が
やや鋭 く、接 して輪状 を
成す把手を付す。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨夕。
肩部・体部・底部前面、
阿側面、カキロ調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。色調 :

口頸部―青黒色、他―青灰色。
胎土 :省。 2 mmの 白色砂粒を
含む。焼成 :良好。残存 :2/3。
体部前面上器片熔着。
r]頸吉呂・肩都 |こ 自然釉イ寸着。

L

1司 7--87

6-

「11壬    7.0
基帝Lイモ 5,6
体きh最 15.5
大径
器高  19.4

I〕顕郡は_liタト方 |このび、
同縁都で_li方 にのび、端
都は丸 くおさめる。店都
・体吉卜・底部はfEI面 で球
形を成 し、側面で才f!「角
張った楕円形を成す。肩
吉卜とこ先】帝がやや扁IFな ド
方へ屈 |1曽するア1夕 f一対の
把手を付す ()

マキアゲ、 ミズビキ成
,杉の
h∫常|`・ 体吉隅・底帝卜前 i面
卜J側 i面3/4、 イ子I師、 力
キト]調整。背面側側面
1/12、 カキ日調整のち
回転ヘラ削 り調整。他
は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :青灰色。胎土 :密。 l
mmの 白色砂粒を含む。

'光

F虎 : とこア子。 ケ完イ子: 3/5。
ヘラ言己号 :体都前面 |こ「 V」
がある。

ケ」
=

蓋

7-88
|1径
つ まみ
イ壬
器高
つまみ
高

:メミリト吉悟はクトドヴデに
~下

り、
あまい段 を成 し、体部は
クトド方に ドリ、 ,1,部 はや
や丸 くおさめる。内面】1
部に内傾するかえりを有
す。かえ りでオ麦地 し、男l
部はやや九 くおさめる。
天りF部外面中央に lli3‐ Fな
つまみを付す。

マキアゲ、 ミズビキ成
刃シ、)
天リト帝卜外 ih13/4、  llla転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整①

ロクロ回転 :右方向。
色調 :暗青灰色。
胎土 :省。 3 mmの 白色砂粒を
若十含む。

焼成 :良π子。残存 :ほぼ完形。
体部焼 き11二み。

長

　

顕

　

一電

7--89

7- 7

径
最
　
径
高

径
都
部
径
部
存

口
基
体
大
基
残

9。 4
6.8
15.0

6.0
24.4

田頸部はややタト弯 しなが
ら上外方にのび、口縁部
に至 り、 端部は丸 くおさ
める。肩部はやや外下方
に下 り、肩部・体部境界
に 2条の沈線をめ ぐらし、
体部は下内方に下 り、底
都はやや平 ら。脚部は下

外方に下る。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨ケ。
,氏吉卜外ia15/7、 1咽 1舜

へヽ

ラ削 り調整、のち高台
接合時、IJ転ナデ調整
他は回転ナデ調整。

ロクロ陣1ほ :右方向。色調 :

内一,天青色、タトー暗灰色。胎
上 :竹① 3mmの白色砂粒を含
む。焼成 :史好。残存 :4/7。
一部反転復元。全体 に自然釉
付着、灰かぶ り。脚都歪み大。

,領

‐■
だ 8-90

6--5

に1径   5.3
基帝隅径  4.7
体都最 16.1
ゥk(径

器存考   20.3

H顕帝|`は やや外0し なが
ら二外方にのび、十ヨ縁部
は内
`り
して_L方にのび、

/1hl都は丸 くおさめる。九子

=隅

・T4k吉[・ 底者卜はFE面で
球形を成 し、側面で楕円
形を成す。肩部に先端の
九い ド方へ屈 I町する左右
一対の把手を付す。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
肩部・外部・底部背面、
十可側面 5/6、  前 i面、 カ
キ旧調整。背面側倶」面
1/6、  カキロ調整のち
回転ヘラ削 り調整。他
は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向①
色調 :灰青色。
胎上 :密⑤ 2mmの白色砂粒を
含む。

焼成 :史好。
テ完イ
=: 3/5。

士堕
　

　

蓋

8--91

7-- 1

「
1径   12.4
器高  3.7

IJ縁部は垂直に下つたの
ち外反 し、端部は内傾す
る平面を成す。
天)1部はく9や llRく 平 ら |こ
近 し 。ヽ

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
ソくチト吉hタトiFu7/10、  1咽「欧
ヘラ背Uり wl司整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰青色。
胎土 :2 mmの白色砂粒 を若=|
含む。

焼成 :良好。
ケ党イ千:4/5。

同
　
　
上

8-92
Iコイ毛  11.8
器高  3.2

H縁部は
~ド
タト方 |こ 下った

のち外反 し、端郡はやや
内傾する平面を成す。
天チト部はflRく うrら に近し、

マキアゲ、 ミズビキ成
ア膨夕。
天丼吉呂外 T面 5/6、 回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :青灰色。
胎上 :密。 l mmの 白色砂粒を
考干含む。

焼成 :史好。残存 :1/2。
天丼部外面に窯壁片付着。

司

　

　

Ｌ

8-93

7--2

口径  H.0
器高   3.8

H縁都は下方に下つたの
ちクト反 し、瑞部は水 F`な
平而を成す。
iえ )+帝「はド考くメLし ①`

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
天丼都外 i面、回転ヘラ
削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :青灰色。
胎土 :密。 3 mmの 白色砂粒を
含む。

焼成 :史好。
残存 :3/5。
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器種
1濶 T団

1週 )阪
法 登 (cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 1寺 徴 考備

一！‐こ
　
　
蓋

8--94
にI径  10.2
器高   4.0

口縁吉卜1よ王雪「芭に
~下

り、 男汁
都はI有坤頂嘲「る

「llTこを,支す
ブミチ1者 r31よ「葛くメしい。

マキアゲ、 ミズビキ成

'F夕

。
天チト吉隅クトi面5/6、  Lヨ転
ヘラ削 り調整①
他は 1司憶ナデ調整。

ロクロ

"中

は :イ「方 I∴J)
色調 :背灰伍。
川台:J上 :省。 7 mmの ドI色 4ヽイ「を
わずかに含む (I

焼成 :lt攻子4、 '売イF:7/8'見転
復元。天丼部外面自然釉付着⑮

短
　
頸
　
一唖

8-95

7- 3

11イ益   7.8
基吉隅径  8.7
体者隅最 16.4
大径
残存高 9。 1

IJ縁部は基吉るより若
fr内

傾 して_L方にのび、端部
は丸 くおさめる。肩部は
タト下方にヴ長り111し、 底体
吉呂は
‐
ド内方に ドリ内

~下
ブテ

|こ下る。 やド者呂最大径は L
位に位置する。

マキアゲ、 ミズビキ成
,レ。
底帝呂外 lfH、 I Il憶 ヘラ肖噂
り調整。
他は 1可怯ナデ調整Q

ロクロ|,II憶 :有 方irat,色洲 :

|1占青灰色。胎;L:符  2 mmの
I′ I色砂粒を才fr含む Ⅲ七成 :

1と lr.ヶ比/ri1/3(ゥ

'丈

1ほイ笈,こ ◆

h∫許トクト山f iiイトナi″存オ子ィ)'くイオく帝ド
外 I価窯吐ナキ熔 持、自然れhイ」若。

可

　

　

ヒ

8--96
に1ぞと   8.2
去【帝隅イ壬 8.5
体著Б最 15.6
大径
残存高 10.3

|]縁部は基言卜より直立 し、
端部は丸 くおさめる。
乃f部はタト下方 |こザ長りLHし、
)氏体部は F内方に下り、
内下方に下る。体都最大
径は L位に位置する。

マキアゲ、 ミズビキ成
テレ。
底士呂外 lal、 「」はヘラ古1
り調整。
他は 1中�iナ デ調整の

ロクロ |「 1は :イ f方 IFl、 ,
色調 :に ぶい構色 ,
胎上 :省 、2 mmの |′ 1色砂粒を
含む、

'光

llk:イくlと、 1危よチ野,

残冷■ 1/3。  反怯復 ,こ )

,笠

8--97
II径  11.1
基著Б径  8.0
体都最 ]7.0
人径
残存高 11.4

11顕吉呂は基書Fよ り蚕れ!王に
のびて外を し、耳‖部はや
や内十頃するいFi面 を成す。
片子都は外 下方 |こ張 り出し、
体部は内を しつつ下方に
下る(,体都最大径は 上位
に位置する。

マ キアゲ、 ミズ ビキ成
形 ぅ

体部外 nT、 タタキのの
ち、 カキ Hi初推 .)
他は 1甲IⅢほナデ調整ぃ

色調 :灰色 下
川台r li:竹 ,2 mmの |′ 1色砂粒を

含む。
上た,支 :ltttFぃ

残存 :2/9ф 反ほ彼元‐,

短
　
顕
　
一霊

8-98

7--4

「J径
基都径
体部最
大径
器高

IIネ赤常|`は )に部よt' tiノデにもつ
び、瑞部はメしくおさめる
|∫耐
`は

クトド方に,こ り|IIし 、
llt体部は ド内方に ドリ、内
ド方にドる.体部最大イ(は li
trlこ 44'1する )〔【刊

`か

らⅢ∫部
にか )て J光け訂二みが猪しヽゝ

マキアゲ、 ミズビキ成
,移。
底吉隅外 irtl、 「 JttlAヘ

ラ肖け
り調整。
他は伸Iほナデ調整。

ロクロIⅢlほ :イ f方 |∴1)
色調 :灰色
胎上 :省ぅ 2 mmの 白色砂粒 を
含むぅ
1lπ F、 ‖茎級 (

6/7ィ 、
成
存
焼
残

1司

_L

8--99
Iヨ径   11.7
基吉L径 12.2
体吉F最 22.0
大径
残存高 14.4

|1糸衣士皓はブ蕉帝|`よ りほ t讃 =lTI

ドニにのび、 す‖;部はやぺつメし
くおさめる。店帝卜は外 ド
方に張 り,IIし 、 底体部は
ド内方に I● り内 ド方に ド
る。体都最大径 は上方
1/3に

`佐

置する。

マキアゲ、 ミズビキ成
)レっ
底吉|`クト1片f、 同ほヘラ肖叫
り刊町4生の
他はにJほナデ調整 】

ロクロIЩ II立i:イ F方 lr可 ′
色調 :灰色ぃ
胎上 :竹 ,3 mmの |′1色砂粒を
才̀F「含む (

'光

,斑 :1と次F,
残存 :2/5( 反 1転復元命

司

　

　

Ｌ

8-100

7--6

径
最
　
一島

径
部
部
径
存

口
基
体
大
残

9.6
10。 1

22.8

14.6

lI縁吉卜は基部より1毛 iドiに
のび、端部は丸 くおさめ
る。 ん∫吉呂はクトドナ出こ,長 り
出 し、底体部は ド内方に
ドリ内方にのびる。体部
最大径は 11位に位置する.

マキアゲ、 ミズビキ成
ナレ①
llit都外面、カキ旧調整。
他は十咽ほナデ調整ぃ

ロクロ1哩1llA:イ「方向 . 色調 :

灰色`)肝干「|二 :竹`, 4 mmの白色
砂粒を才

IF「
含む.焼成 :史次rc

ゲ尭イri5/8下 ―一常皓)丈Ⅲ吠ィ笈ノこ.ぅ
ん,士るに,Ё∵iサ i'各テ守「, 九∫士胎を

'li

心に窯壁片・「1然れh付
‐
若。

甕

9-101

8- 1

「 1イ垂  21.0
基吉卜径 20.0
体吉隅最 49,4
大径
ケ寛千
=拝
≡ 22.4

11顕キトはクト反 して Lタト方
にのび、11縁部で外 L方
にのびたのち、内々 して
11ヴテにのつヾ、 す1汁帝【はメしく
おさめる。店郡は外 ド方
に開いたのち、 ド方に ド
リ、 体言卜をよ

~Fttに
ドる。

底都・体帝トー部欠■ミ。

マキアゲ、 ミズビキ成
形 ◆

九「帝卜・イ本帝Бクトi面、 ‐タタ
キののち、カキロ調整。
片手者Б・体帝h内 iRT、 青海
波 タタキ.
他は 1劇ほナデ調堆。

色調 :灰色 (′ 胎_L:密、, 2 mm
の白色砂粒を含む。焼成 :二七
次F。 残存 :1/6。  灰転彼元(ぅ

II縁部内外 1師窯 1,藍片付着。 II

縁郡内 1衛一部自然れhイ」若(,ヘ
ラ記号 :頌部に「 |」 がある。

1司

上

9-102
Lヨ 4登   26.0
基部径 23.6
残存高 8.4

「 I顕都はタトをして Lクト方
にのび、11縁郡 ドで下方
にんti‖色し、 I軒未吉Fは IA子ぢ
して L方 にのび、内傾す
る平面を成し、 】舟部はチし
くおさめる。
んf i4卜 1ょタトドブ」|こ |゛

/p)

底都・体部は欠損。

マキアゲ、 ミズビキ成
形  (j

T子帝皓タト面、 タタキ。
店部内 fR、 青海波タタ
ヨ予 c

他は 1呵ほナデ調整。

色調 :内一H旨緑色。外― |1汗灰
色。胎上 :竹。 2 mmの 白色砂
粒を才f十含むっ焼成 :良好→
残存 :旧顕部の 1/61)反 1転復
デと。 内外面に窯嘘

'十

・ 白然不山
frl‐若ィ、
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器種
図 面
図 版

法  量  (cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

甕

9-103

8- 2

口4垂  22.7
基者卜径 21.0
体者h最 45.8
大径
ケ彙イア拝考 21.5

口頸部はややタト反 して上
タト方にのび、 回縁吉卜でタト
上方にのびたのち、上夕|
方にのび、平面を成す。
端部は丸 くおさめる。肩
部は下外方に内弯 して下
り、体部は下方に内弯 し
て
~ド
る。底吉Б・体吉Б一吉呂

欠損。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
,高吉隅・体吉呂タト面、 タタ
キのち、カキロ調整。
肩部・体部内面、青海
波 タタキ。
他は回転ナデ調整。

色調 :灰色。
胎土 :密。 2 mmの 白色砂粒 を
含む。

焼成 :良好。
残存 :1/6。  反転復元。
口縁部内面に自然釉付着。

1司

_L

9-104
口荏登   26.6
基吉卜径 22.0
俗吉卜最 46.8
大径
残存高 31.9

口顕部は外弯 して上外方
に開き、口縁部下でやや
外下方にのび、日縁都で
やや凹面を成 しつつ上外
方にのびる。端部は丸 く
おさめる。肩部はタド下方
に内弯 して下 り、体吉るは
下方・下内方に内弯 して
下る。底部欠損。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
口顕都外面 1/2、  カキ
目調整。 肩吉卜・イ本書呂タト
面、タタキのちカキロ
調整。
肩部・体部内面、同心
円タタキ。他は回転ナ
デ調整。

色調 :灰色。
月台土 :密。 O.3mmの白佳ゴ少粒
を含む。

焼成 :良好。残存 :1/3。 反
HA復元。外面一部 自然釉着。
ヘラ記号 :口顕部内面「 ‖」。

同
　
　
上

9-105 径
高

径
都
存

口
基
残

口頸部は短 く、やや外弯
して上外方にのび、口縁
部で内弯 してのび、瑞部
は丸 くおさめる。
店部は外下方にやや内々
して
~ド
る。

底吉卜・体吉[は欠1員。

マキアゲ、ミズビキ成
形。
,lf菩卜外面、 タタキ。
肩部内面、不明。
他は回転ナデ調整。

色調 :灰縁色。
胎土 :密。 2 mmの 白色砂粒 を
猪十含む。

焼成 :史好。
残存 :|]頸部の 1/3。  反転復

ツ電。

1司

_L

10-106

8-

ロイ量  24.3
基音Б径 19.8
残存高 7.0

口頚音卜は外弯 して、上外
方にのび、「 1縁部下で下
外方に下つたのち、田縁
部は,L外方にのびて内弯
し、端都は丸 くおさめる(

'百

都はタト下方に下る。,真
吉卜・|ド吉卜1よう(1員。rl妥質吉卜「Ⅲ
位に1条の沈線をめぐらす。

マキアゲ、 ミズビキ成
チ膨分。
店音トタト面、 タタキ。
店部内面、青海波 タタ
lf。

他は回転ナデ調整。

色調 :内一灰色、外一暗灰色。
打子i土 :密。 2 mmの I伯 色砂泣 を
若千含む。

焼成 :良好。
残存 :日頸部の 1/3。  反転復

プじ〇

同
　
　
上

10-107
「コイ垂
基部径
残存高

田顕部は外弯 して上外方
|このび、「]縁部 Fでタト_上
方にのびたのち、日縁部
は上方にのびて内傾 し、
端部はやや丸 くおさめる|

テ百部は外 下方 |こ下る。
底吉卜・体吉Бは欠子員。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
ll了書隅タト面、 タタキ。
肩部内面、青海波 タタ
キ。
他は回転ナデ調整。

色調 :灰色。
胎上 :密。 2 mmの 白色砂粒を
若十含む。

上た,或 il篭狂子。
残存 :11頸部の 1/3。  反転復
ノこO

上

同
10-108

「コイ垂  22.8
基音L径 19.8
ケ見孝F存考  5.2

口顕部は外弯 して_Lタト方
にのび、口縁部下で外上
方にのびたのち、口縁部
は内弯 して_L方にのび、
端部は丸 くおさめる。
舟f吉卜は夕青庁にのびる。た▼
書呂は焼け歪みが者 しい。
底者卜・体吉Ьは欠オ員。

マキアゲ、 ミズビキ成
チ膨夕。
肩音トタト面、 タタキ。
店部内面、青海波 タタ
哺予。
他は回転ナデ調整。

灰色。
符。 l mmの 白色砂粒 を

若千含む。
良好。
田顕都の 1/3。  反転復
ノじo

色調
打台:上

焼成
残存

同

上

10-109

[]そ至   26.6
基吉卜径 22.8
残存高 10.0

「ヨ顕吉卜はタト0して_Lタト方
にのび、口縁部は内弯 し
て上外方 。上方にのび、
端部は丸くおさめる。
肩部は外下方に内弯して
下る。底部・体部は欠損。

マキアゲ、 ミズビキ成
チ膨分。
肩吉呂タト面、 タタキ。
肩部内面、同心円タタ
キ。
他は回転ナデ調整。

:灰色。
:密。 2 mmの白色砂粒を
含む。
:良好。
: I:ヨ頚部の2/5。  反転復
タト面 一吉呂自然イ由イ寸着。

調
土
　
成
存

ｏ

色
胎
　
焼
残
元

同

上

10-110
口宅と   23.8
基吉L径 21.7
残存高 9.6

口頸部は垂直にのびたの
ち外弯 して上外方にの伏
口縁部下で下方に屈曲し、
口縁部は内弯 して上方に
のび、端部は丸 くおさめ
る。肩部は外下方に内弯
して下る。底体都・体部
は欠損。口頸部 1/3上方
に ]条の沈線あ り。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
肩苦隅クト面、 タタキ。
肩部内面、同心円タタ
ヨi。
他は回転ナデ調整。

色調 :灰色。
胎土 :密。 2■市の白色砂粒を
含む。

焼成 :良好。
残存 :口頸部の2/3。  反転復
万。頸部内タト面 |こ 自然メ由イ寸着。
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納
凶 回

図

'阪

法 量 ∝m) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

菱

10-111

8-4

「コ窄者  26.6
基吉Lイモ 20.4
残存高 12.0

「再賃吉hはタト● して_Lクトうケ
|こ開き、 口縁都 下でタト下
方にのびたのち、口縁部
は内勾 して_L方にのび、
端都は丸 くおさめる。

'言都は外 下方に内々 して下
る。底部・体都は欠損。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
テ,手吉【クト「白f、  タタじや。

'lf部

内面、青 1毎ヤ皮タタ
キ。
他は Lヨ転ナデ調整。

色調 :灰色。
胎土 :密f 2mmの 白色砂粒 を
含む。焼成 :史好。残作 :|!I
類吉呂の1/3っ  反ほ復うと。  クト面
の一一吉呂にfli器

'1‐ '岱

清。 1角タトFII
に自然釉付着し

1司

li

10-112

8-

径
高

径
部
存

口
基
残

23.4
21.2
19.0

「可頚都は L方にのびたの
ち外考 して上外方にのび、
旧縁部下で外方にのび、
II縁部は内を して_L方に
のび、端部は丸 くおさめ
る。 テ甫部はタト下方に 下り
体都は
‐
下方 |こ内弯 して 下

る。底部・体部一部欠損。

マキアゲ、 ミズビキ成
,レ。
「 I顕部外 ills 1/4、 カキロ
調整。肩部・体部外面く
タタキのち、カキ「ユ調
整。肩吉卜・体部内面、
同′い円 タタキ.
他は回転ナデ調整。

色ヨ‖ 灰色。
胎=L:密。

2 mmの |′1色砂粒 を
含む①

'光

,支 :」と次子ゎ

残存 :1/6.反憶復元。

_L

11-113

8-

l]イモ  24.2
基者卜径 18.2
体吉卜最 41.4
大径
ケ髭/1拝言 30,0

「
〕頸吉隅は_上タト方に開いて
のび、11縁部 下で F外方
に ドリ、「1許求者hは I殉弯 し
て_上方にのび、端部は九
くおさめる。店部は外下
方 |こ内を して

‐
下り、体部

は下方に内0して Fる。
底郡は欠■1。

マキアゲ、 ミズ ビキ成

形 。

ll J吉卜・体吉トクト面f、  タタ
ヨ予。

T子者卜・体吉焉内
「
衛、 いf∫′とヽ

「
弓タタキ.
他は国ほナデ調整。

色調 :灰色。
ガ台!L:竹。 2 mmの「

′
I色砂粒 を

含む。
焼成 :史攻Fィ、
残テ存 i1/3め  反ほ復元。

J二

11-― l14

8 7

「 1径  21.8
基吉卜径 18.6
体著呂最 39.7
大径
残存高 35.0

11頸帝呂はタトを して _上クト方
にのび、口縁都はやや上
外方にのびたのち内弯 し
舅I部は丸 くおさめる。肩
都は外 ド方 |こ内づ して下
り、体都はやや F内方に
やや内弯 して下 り、底部
は下内方に内づ して下る

マキアゲ、 ミズ ビキ成
形 。

らぎ吉卜・体者呂・底 i7隅タトtFE
タタキのち、カキ旧訓
充占。
肩部・体部・底部内面、
青海波 タタキ。
他は回転ナデ調整。

色訓 :内 一灰色、クトー 1帝灰色 t

胎上 :常。 2 mmの 111色砂粒 を
含む。

焼成 :史好⑮
残存 :2/5ω

外面に白然釉付着。

llll

L

11-115
Iコイ垂  46.6
残存高 16.5

口顕部は外反 して L外方
にのび、口縁部下で外下
方にのび、「ヨ縁部はやや
上外方にのびたのち、内
傾する「H面 を成す。端部
はやや鋭い。1/2上方で 2
条のあまい沈線を 3箇め
ぐらし、その間に櫛枯 き
斜行沈線文を有す。

マ キアゲ、 ミズ ビキ成
テ&夕。
Iコ頸吉卜外面 2/3、  カキ
目調整。
他 は回転 ナデ調 整。

色調 :内一灰色、外一 |1洋灰色(

胎上 :省D l mmの ri色砂粒を
含む。焼成 :史好。残存 :II
頚帝呂の1/7。  11頸古L以外は欠
損① 反1弦イ笈すと, タトT面一帝Lに 白
然釉付着。

同
　
上

12-116

「]イ垂  24.4
基吉呂径 20.8
残存高 9,2

田頸都は外弯 して_L方・

_上タト方にのび、 口縁部は
内々 して上方にのび、端
都は丸 くおさめる。肩部
はやや外下方に下る。底
吉卜・イ本音る。斤考著呂――吉卜欠土員。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
肩吉トクト面、 タタキ。

'百

部内面、青海ヤ皮タタ
キ①
他は回転ナデ調整.

色調 :灰色。
胎上 :密。 l mmの 白色砂粒 を
含む。

焼成 :史好。
残存 :11顕部の 1/3け  反憶復
,こ。 I殉外面に白然イ山4」

'争

ゥ

「
司

上

12-117
に14蚤   23.8
基吉躊4壬  19。 2
残存高 6.6

に1顕吉隅はタト弯 して _上タト方
|このび、「]縁部 Fでタト下
方にのび、口縁部は上外
方にのびる外傾する平面
を成 したのち内傾 し、端
部は丸 くおさめる。肩都
はタト下方 |こ下る。 底言Б・
体都・肩都一部欠損。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
肩部タト面、 タタキ。
肩部内面、 十司′とヽIJ]タ タ
ヨ予。
他は回転ナデ調整。

色調 :暗灰色。
胎土 :竹c lmmの 向色砂粒 を
若「
「
含むの

焼成 :良好。
残存 :H頸部の1/5。  反転復
元。内クトIれ〒に自然釉 TNl病。

同

上

12-118

8-

「ョぞ量   23.4
基著Б径 19.8
体吉隅最 50,6
大径
残存高 54.3

口頚部は外弯 して垂直・

上外方にのび、口縁都は
内を して上方にのび、端
部は丸 くおさめる。肩部
はタトド方に、 体著呂は下内
方に、底部は内

~ド

方に内
弯 して下る。肩吉卜で 4方
1前 に、下

^方へ屈曲する才巴
手を付す。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。  「J頸吉Бタト面 1/2、
カキロ調整。肩部・体
部外面、タタキのち、
カキロ調整。底部外 i面
タタキ。店帝【・体部・

底部内面、 1司′しヽF[]タ タ
キ。
他は回転ナデ調整の

色調 :青灰色。胎土 :密。 2
mmの 白色砂粒を含む。焼成 :

良 TAr。 残存 :5/9。  ヘラ記号
:顕都外 llgに 叶わ がある。
底都外而に筈杯の熔着痕あ り(
オ了部・体市L外面白然釉付着。
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太 満 池 北 窯
第 2表

器橿
面

版

週

週 法 量 にm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

杯
　
　
蓋

18- ユ
114壬   13.5
器高  2.9

H縁部はやや下方に下つ
たのち
「
外方に下る。

】I部はやや丸 くおさめるt
天丼都体部境界に鈍い |!耳
線がめ ぐる、)天丼都は低
〈IFら に汗いィ、

マキアゲ、 ミズビキ成
テレ。
|え )+者卜外 iil15/6、  「]li転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ1呵 IIA:イ ラケ1向。
色調 :暗灰色。
胎土 :竹。 2 mmの 白色砂粒 を
若 li含む。

焼成 :良好。
残存 :2/5。  反転復元。

司

　

　

Ｌ

2

ユ

18-

14-

11イモ  14.2
ケ宅イF,常  3.6

II縁士hは ドタトヴ丁に ドリ、
瑞部はやや丸 くおさめる

`

天外部はやや低 くやや丸
七ヽ⑬

マキアゲ、 ミズビキ成
,レ。
人 )卜吉呂クトlhi5/7、   十111転
ヘラ肖Uり 調整。
他は |「 1ほナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色訓 :1暗灰青色。胎上 :密。
l mmの 白色砂粒 を多 く含む。
焼成 :史 rkF。 残存 :1/3。  反
転復元。体郁外面上器片熔若
1為 T面 )天かおミリ。

司

　

　

Ｌ

18-

14-

径
高
14.5
2.8

IIイ衣キ|:は lfクトプデに ドリ
す1缶帝|`は ラヽペ,2とぃぅ
天 )卜部は低 く平 ら,

マキアゲ、 ミズビキ成
)レの
メ〔J卜帝Бタトlti5/7、   lrH!吸
ヘラ削 り司]整。
他は阿怯ナデ調整。

ロクロ「 1"エ イうケ向。
色訓 :灰色①
胎上 :省。 2 mmの白色砂粒 を
含む。

焼成 :史好。
ケ電イ子: 7/8。

杯
　
　
身

４

　

　

　

３

18-

14-

II径
′そ吉卜4/‐
器i葛
たちあ
が り,i」

たちあが りは内傾 したの
ち、 Iキ 1位でやや L方 にの
びる。端湘

`は

やや飢い。
受部はクトli方 にのび、オ‖
||`はやや鋭し、 すlit体都は
やや1髭 くほぼ

―
rら ,

マキアゲ、 ミズビキ成

'レ

。
,式士httifri6/7、  ILJl転沿＼

ラ削 り調整。
他は ||」ほナデ調整。

ロクロ阿lA:イ i方向。
色調 :灰 色。
胎土 :密。 2 mmの 1'I色砂粒 を
含む.

焼成 :史好。残存 :4/5(,
体部内面一部灰力溺ミリ。

司

　

　

上

18- 5
II径
′受帝II径
残存高
たちあ
が りiri」

たちあが り1よ 内傾 したの
ち、耳‖悧

`付

近でやや L方
にのびる。イ汁都は鋭いの
受部は水^rに のび、瑞部
は丸 くおさめる。底体部
は式'や深 くほぼ^rら 。

マキアゲ、 ミズビキ成
テレ。
)litttБ外 ini3/4、  IJlほヘ

ラ削 り調整の
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :イ f方 I'l①
色調 :灰色。
州台二li:密。 2 mmの I′ 1色砂粒 を
含む。

焼成 :史次r。
残存 :1/3。  反ほ復元。

ｉ可

　

　

ヒ

18-

14-

6
lI径
受部径
残存高
たちあ
が り高

たちあが りは内傾 しての
び、端部は九 くおさめる(
受都はやや外 L方 にのα
瑞都は九 くおさめる。
lli・t体都は浅 く^Fら 。

マキアゲ、 ミズビキ成
,レ。
底士出外 1信 5/6、  I11転ヘ
ラ削 り調整。
他は IIJはナデ調整。

ロクロII叫ほ :イ f方 lrlの
色調 :II汗灰色。
胎「L:密。 l mmの I′ I色砂粒 を
含む。

'光

,或 :l篭次r。
残存 :1/3。  反ほ復元。

杯
　
　
蓋

18- 7
|1径   13.0
残存高 3.0

IIホ水常卜1よくPぺつ
‐
ドプテ|こ ドヤ,、

瑞都は丸 くおさめる。
人井吉悟体

=皓

境界に

'屯

い WI
線がめぐる。
天丼都欠れt。

マキアゲ、 ミズビキ成
,レ。
天リト常卜外inf9/1o、 回llA
ヘラ削り調整。
他はい|ほナデ調権。

ロクロ1咽転 :イ f方「有〕。
色訓 :灰青色。
胎上 :竹。0.5mmの I:1色砂粒
を才イ千含む。

焼成 :良好。
残存 :1/12。 反ほ復元。

同
　
　
上

18- 8
IIイモ
士辞
=写

キ1縁都は ド外方に ドった
のち、 ド方に ドる。
端士卜は丸 くおさめる。
,こ )卜帝Lは flRく ぺ)ヽつメしい。

マキアゲ、 ミズビキ成
,レ。
人リト常|`外 ihi5/6、  卜をll隊
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ1耐Ⅲ賦 :イ iF方向 c
色調 :i暗青灰色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒 を
含む。

'光

テ虎 :史好。 残存 :2/5。  反
怯復元①内面一部窯壁片付着

司

　

　

二

18- 9
II径   13.4
器高  3.5

11ネ衣帝|は ドクトうケに Fり 、
端部は九 くおさめる。
天丼吉Fはやや低 く平 らに
近 い 。

マキアゲ、 ミズビキ成
形 (,
天サキ吉Бクト面 5/6、  IHI転
ヘラ削 り調整。
他はFl転ナデ調整。

ロクロIHdillA:イ f方向っ
色調 :灰色。
胎上 :密。 2 mmの白色砂粒 を
若十含むの

焼成 :史好。
残存 :1/5。  .反転復元。

同
　
　
上

18-10

14- 5

「1径   13.4
残存高 3.9

「1縁部は ドクト方に 下った
のち、垂直に下る。
端部は丸 くおさめる。
え井部はやや低 くやや丸
い

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
天ナト吉呂外 1面 5/6、  回F転
ヘラ削 り調整。
他は回 l・Aナデ調整。

ロクロ回I伝 :右方向の
色調 :青灰色。
胎 fと :密。 2 mmの 白色砂粒 を
多く含む。

焼成 :史好。
残存 :2/3。  反ほ彼元c
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器種
1必]  EIl

l濶 川反
法 豊 (Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

杯

　

　

蓋

18-11
「14【   14.2
イ
=下

考    3.4
「
I縁吉卜は 下方に 下り、 端
部は丸 くおさめる。
天外部はTLRく ｀

「
らに近い

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
天),吉БタトFl16/7、  回転
ヘラ削 り調整全
他は I』転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向 @
色調 :灰色。
胎上 :密。 l mmの rl色砂粒 を
多く含む。

焼成 :史πr。 残作 :1/2。  反
椋復元。外面一部上器片熔着。

|ュ

18-12
IIイエ  12.0
残存高  3.2

「 14奈キ[は
‐
下タトうケに

~下

り、
11部 は丸 くおさめる。
天丼部は低 く平 らに近い

マキアゲ、 ミズビキ成
テ修。
)こサキ書Lタト「面5/6、  「i劇転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ訓椎。

ロクロIJ転 :右方向 c
色調 :灰色.
ガ台:L:宿。 l mmの ドI色イ少粒 を
わずかに含む。

焼成 :良夕r。
残存 :1/8。  反ほ夜元。

司

　

　

上

18-13

14- 6

径
高

「 1縁部は F外方に下つた
のち
‐
F方に

~ド
る筒 ,)千 と下

クト方に ドる箇所がある。
端部は丸 くおさめる。天
井都はやや低 くやや丸い

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
フくリキ者Бクト面6/7、  十FlF艦
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回ほ :イ F方向。
色調 :灰色。胎土 :宿。 2 mm
の白色砂粒を含む。焼成 :11
攻r。 残存 :3/4。  ヘラ〒己号 :

人井都外面に「 IVI」 がある。
外面白然イ由T・l着。

，
１

　

　

」

18--14

14- 7

II径   14.2
器高  3.9

||キ宏部は 卜
‐
タト方 |こ 可fり 、

イお部は九くわさめる。
天丼部はやや高く平ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
デレタ。
チこ)1帝【タトI面 9/10、  卜J「艦
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整 i

ロクロ回転 :イ f方 1拘。
色調 :青灰色じ
胎上 :密、,2 mmの 白色砂粒 を
含む。
良好。
1/4。 反転復元。

成

存
焼

残

Iェ

18-15
径
高
口
器
15.2
3.5
l貶講卜は 下外方に下つた
のち内0し て垂直に下 り
端部は丸 くおさめる。
スコ咋吉hは fltく 】二ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
天チト吉トタト両6/7、  tWl転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ|ビ1転 :イ f方 lri]。
色調 :灰色。
胎上 :やや密。 3 mmの「

′
1色砂

粒を多く含む。

脱成 :史好。
テ覧イ
=: 2/3。

司

　

　

Ｌ

18-16

14- 8

十二十ぞ造  14.8
孝
=ギ

考    4.3

IJ縁吉隅は下外方に開いて

下 り、端部は九 くおさめ
る。
天丼部は高 くやや丸い。

マキアゲ、 ミズビキ成
形 。

天ナ辛吉Ьクト面3/4、  団
'怯ヘラ削 り調整。

他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方 IF可じ
色調 :り」灰青色。天)十刊

`外
l�

一者ドー明
'天

色。肝,「 L:密。 2
mmの II I色砂粒を若十含む9
焼成 :史好 c
ケ見7子 : 5/7。

‐１

　

　

よ
ｉ

18-17

14- 9

径
高
口
器

14。 2
4.0
「1糸赤吉卜は

~ド

タトラケにヨFり 、

瑞部は丸 くおさめる。
天丼部はやや低 く丸い。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨夕。
天チ1吉隅タトlH43/4、   回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ田i隊 :右方向。
色調 :|1青灰色。
胎土 :密。 l mmの I`可 色砂粒 を
才f十含む。

'光

成 :lt次子。
,党イ了: 1/2。

同

　

　

上

18-18
「1イモ  14.6
残存高 4.5

「可縁吉【は下タト方に 1゛ り、

端部は丸 くおさめる。
夭井部は高 くやや丸い。

マキアゲ、 ミズビキ成
形 。

天丼吉トタト面4/5、  回転
ヘラ削リヨ司整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向φ
色調 :青灰色。
胎土 :密。 3 mmの 白色砂粒 を
含む。

焼成 :史攻r。
残存 :ツ 6。 反転復元。

向

　

　

上

18-19
|]イ垂  14.9
器高  3.2

「]縁部は下外方に下つた
のち下方に下 り、端部は

やや丸 くおさめる。
天丼部は低 く平 ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
天丼吉トタト雇野7/8、  回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :青灰色。
胎土 :密()l mmの 白色砂粒 を
わずかに含む。

焼成 :史好。
残存 :1/4。  反ほ彼元。

同

　

　

上

18-20

14-10

「]4と   14.7
器高   3.2

口縁部は下外方に下つた
のちやや下方に下 り、端
部はやや丸 くおさめる。
天丼部は低 く平 ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
天丼吉БタトTH~5/6、   llHl転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
セ生司q: 'ν({生。 灯台」二: 常。 3 mm
の白色砂粒を含む。焼成 :史
次子(ゥ 残/fi3/4。  ヘラi己号 :

天丼都外面に「一」がある。
κ井部体部境界に上器片熔 若 (
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器種
面
版
�

涸 法 量 (Cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

杯
　
　
蓋

18-2ユ 「
1径   16.4
器高  3.3

「1縁吉【は
~ド
タトブテ|こ
‐
下り、

端部は丸くおさめる。
チこチFtthは Tltく iFら。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
天丼部タト面 7/8、  回 illA
ヘラ削 り調整。
他は陣I転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :青灰色。
胎上 :密。 2 mmの 白色砂粒を
わずかに含む。

焼成 :史好。
残存 :1/4。  反転復元。

杯

　

　

身

18--22 径
高
あ
高

径
部
存
ち
り

田
受
残
た
が

10.8
12.8
3.5
1.0

たちあが りは内傾 しての
び、端都付近でやや直立
する。端都はやや鋭い。
受吉|`は /1く∫十二にのび、 サ1岳吉Б
はやや鋭い。底体都はや
や深 くやや丸い。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨夕。
,氏吉トタト面7/10、  lrfHl転ヘ

ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :暗灰青色。
川台」i:密。 l mmの 白色砂粒を
才f十含む。

焼成 :史好。残存 :1/4。 反
Iほ復元。一部自然釉付着。

L

18--23
「1イモ  11.2
受部径 14,0
残存高 3.6
たちあ 1.2
が りi葛

たちあが りは内傾 したの
ち、低位でやや ri方にの
びる。端都は九 くおさめ
る。受部は Lタト方にのび

端部はやや九 くおさめる(

底体部はやや深 くほぼlr

ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨ケ。
底帝卜外面2/3、  回i艦 Vへヽ
ラ削 り調整じ
他は[Jほ ナデ調整。

ロクロ回転 :イittrill。
色調 :H青灰色。
胎:L:密。 l mmの 白色砂粒を
若十含む。

焼成 :11好。
残存 :1/7。  反1転復元。

可

　

　

　

‐
ｉ

18--24
「
1イ千  12.0
フ覧者トイ准 14.6
残存高 3.7
たちあ 0。 9
が り高

たちあが りは内傾 しての
び、端都は丸 くおさめる

受部はほぼ水さFにのび、
端部はやや九 くおさめる

底体部はやや深 く丸い。

マキアゲ、 ミズビキ成
〕杉① ,式士隅クト正正9/10、  IIHJ
ほヘラ削 り調整。
他は同1弦ナデ調整。

ロクロIJ転 :右方向。
色司司:'天 色。川台」二:竹。 l mm
の白色砂粒 を多く含む。焼成
:上tttr。 残存 :1/66 反HIA復
元。受部、体都外 i面 白然釉何

‐

若。底都外面上器片付着。

‐可

　

　

に

18--25
114■   12.0
受部イ壬 14.6
残イF高  2.8
たちあ 1.2
がり高

たちあが りは内傾 したの
ち、中位で上方にのびる(
11都はやや丸 くおさめる(

受都は riタト方にのび、す汁
部はやや鋭い。
底体部はやや深い。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
陣Iほナデ調整。

ロクロ回転 :オ「方向。
色調 :内一灰青色、外一 |1音灰
色。胎上 :密。 l mmの l11色砂
粒をわずかに含む。焼成 :史
ケ子。残存 :1/8。  反転復元。
受部に自然釉イ↓若。

同

　

　

上

18--26

「]径   13.4
受部径 15。 4
残存高 3.5
たちあ 1.1
が り高

たちあが りは内傾 したの
ち、中位で直立する。

端都はやや九 くおさめる

受部は外上方にのび、端
部はやや丸 くおさめる.)
llR体部はやや浅くほぼ平ら(

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
底吉躊外 i面 5/6、  卜]I肱ヘ
ラ削 り調整①
他は [Jl転ナデ調整。

ロクロ回I伝 :イ f方向。
色調 :灰色。胎土 :密。 l mm
の 1′ 1色砂粒 をわずかに含む。
焼成 :史 rr。 残存 :1/10。 反
1転イ笈ノと。

'式

体存隅クト面 )天力境くり:
体部夕H衛 自然釉付着。

司

　

　

Ｌ

18--27
IJ径   11.8
受著卜径 14.2
残存高 3.4
たちあ 1.0
が り高

たちあが りは内傾 しての
び、端都はやや鋭い。
受部はやや外 L方にのび
端部は丸 くおさめる。
底体部はやや浅い。

マ■アゲ、 ミズビキ成
,レ。
lit部外i爾4/5、  回1歓ヘ
ラ肖uり 調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回i艦 :右方向。
色調 :内一灰褐色、外一灰仏
胎土 :密。 l mmの I′1色砂粒を
多く含む。

焼成 :史好。残存 :1/12。 反
1転復元。外 F面 自然釉付着。

司

　

　

Ｌ

18-28
「:I径   13.0
受帝卜径 15.2
残存高 3.6
たちあ 1.0
が り高

たちあが りは内傾 しての
び、端部はやや鋭い。
受都は外 Lttに のび、 サllJ
部はやや鋭い。
底体部はやや浅 くほぼ平

マキアゲ、 ミズビキ成
引珍。
底帝|`外 T面6/7、  Lヨ 1云 r、

ラ削 り調整。
他は I呵憶ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰色。胎上 :やや密。
4 mmの r]色砂粒を多 く含む。
l mmの 白色砂粒を多 く含む。
焼成 :良好。
残存 i1/4。  反転復元。

L

1司 18--29

15- l

LI町壬  12.1
受者卜径 14.7
器高   3.8
たちあ 0,9
が り高

たちあが りは内傾 したの

ち、中位でやや L方にの
びる。端部はやや鋭い。
受吉Lは liタトブデにσ)び、 すilJ
都は丸 くおさめる。底体
部はやや i支 くやや丸い。

マキアゲ、 ミズビキ成
,レ。
底部外面2/3、  回転ヘ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ同i伝 :イ f方向。
色調 :‖音灰色。胎上 :密。 1
mmの た1色砂粒を含む。
焼成 :史好。
残存 :7/8。  底イ本音トクト両灰か
ぶり。 ,氏帝Fタト面窯Fと

':i‐ '蓉

着。

司

　

　

上

18-30

15- 2

||イモ  12.6
受者卜径 14.9
器高   3.5
たちあ 0.9
が り高

たちあが りは内傾 したの
ち、低位もしくは中位で
上方にのびる。端部は鋭
い。受部は外上方にのび、
端部はやや鋭い。
底体部は浅 く若十九い。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ,多。
底部タト面 9/10、  回H障

へヽ

ラ肖Uり 調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :暗灰色。胎上 :密。 1
mmの I′ 1色砂粒を若十含む。
焼成 :良好。残存 :6/7の
底体青トタト面

'天

かぶ り。 イ本音トタト
i面窯唯片熔着。
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器種
面
版
濶

判 1去 '1と (ぜm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

杯
　
　
身

18-31

15-- 3

口径   13.2
受者卜径 16.0
器高   4.3
たちあ 1.2
が り高

たちあが りは内傾 したの
ら、_rl部付近で 1二方にの
びる(端部はやや飢い。
受部はタト|サデにのび、 rl
背皓はややメしくおさめる。底
体都は つヽや浅 く ポヽつ丸い

マキアゲ、 ミズビキ成
形 `.
氏許L外 1白 i6/7、  |111ウ〔ヘ

ラ削 り〕]惟
他は 11ほ リーデ

'∬

堆

ロクロII111吠 :イ f方 1的
色調 :明灰色 ,

月十1上 :竹  l mmの |'I ttF砂粒を
わずかに含む′,

1批ナ友 :114r
ケ梵イ「 : 6/7,

ｉ可

　

　

‐
ｉ

18-32
II径   13.0
受部径 15.4
器 i街   4.0
たちあ 1.0
が り高

たちあが りは内傾 しての
び、 端部はくつヽつメしく

'6さめる。受部は外 liノデにの
び、 r ll部 はやや九 くおさ
める。底体郁は浅 くやや
メといじ

マキアゲ、 ミズビキ成
,レ ィ
たく帝|`クトI白F5/7、   +11しや′＼

ラ削 りF'1椎 (1
他は回1転ナデ,調整―、

〔」ク 1ユ IIIH吠 :イ i方 li〕
色調 :灰色i tt L:竹 、 l mm
の
テ
1色砂粒を多く含む  2 mm
の
ア
I色砂粒を含む .17L成 :lk
攻「 残存 コ /5 反は彼元I下

1潤 山

'穴

かおミリ̀

L

18--33

15-- 4

||イ千  12.6
受部径 15.3
//kイF'1  3.6
たちあ 1.0
が り高

たちあが りは内傾 したの
ち、 11'位でやや li方 にの
びる,端部はやや九 くお
さめるJ受部は li外方に
のび、_v郁はやや九くお
さめる llt体帝卜はやや浅
くほぼ平 ら。

マキア ガ、 ミズビキ成
,Iレ ー

ナヽ嗣
`タ

ト白i4/5、  IIIH吠マヘ

ラ削 りょ〕‖整
他は 1叫 1ほナデ調堆 :

ロクロ111吠 :イ「/Jす可
色 lil i青灰色
月ヤ|11:竹  2 mmの 1'I色砂粒を
含むィ

'光

∫筑 :11攻 r.
ゲ比存 :2/3 反ほ r笈元

18--34
|14壬   12.2
受部径 15,0
残存高 3,7
たちあ 0。 9
が り高

たちあが りは内傾 したの
ち、イ‖湘

`付
近でやや li方

にのびる. r ll部はやや飢
い。受部は外上方にのび、
端部は九 くお さめるの
l■R体都はやや深いり

マキアゲ、 ミズビキ成
ザ|,ケ .
正く許悟外 1価 6/7、  1111し i沿ヽ

ラ山町1)i湘堆 |
イ也は ,11立 iサージ青〕可惟

f′ クロ「11転 :右 方lr可
色測 :灰 ir色 .
汚十l li:や や符 ,l mmの |′ 1色砂
粒をやや多く含む

り丸l友 :1こ lrlラ
J/tイIコ /5 反転復元。

L

18--35
II径  11.6
受部径 14.0
残存高 2.9
たちあ 0.9
が り高

たちあが りは内傾 しての
び、 _TI;部 はやくつメしく,む さ
める。′受都はほぼ水

｀
|たに

のび、端部は九 くおさめ
る。
底体帝hは浅 く^Fら 。

マキアゲ、 ミズビキ成
)レ ,

)式 ||`外 1白 i5/6、  いIHttr、
ラ古1り fl寸イた′
他は II tiほ ナデ洲 14

ロクロ liほ :イ「方 r可

色調 :灰 if色
胎 li:密  2 mmの |′ 1色砂米上を
才イ「 含むフ

帆成 :1と攻「 残存 :1/7 反
ほ復ッじクト1白 Fや や灰か才Sミ リ

li

18-36
II径   13.6
受部径 16.2
残存 iヽ  3.6
たちあ 1.0
がり高

たちあが りは内傾 したの
ち、中位でやや L方にの
びる。端部はやや丸 くお
さめる。受都はやや外 li
方にのび、 イllttは

'と

くお
さめる。底体都は浅 くほ
|ぎ I`え ら。

マキアゲ、 ミズビキ成

'レ

,

底,‖
`外
面3/4、 |,11は ヘ

ラ削り調整.

他は111ほナデ調整

ロクロI111Ⅲ哄:イ「方lr可 ,

色 IJ可 :灰色
周十ill● やや竹′ l nmの 白色砂
】立を多く含む ,

句[成 :lt攻「  ア莞イ「 :1/5= '更
1吠 班々ブと、 クトI山「ヽ つヽフ

'ブ

くかおミリ,

司

　

　

Ｌ

18--37
11イモ
′そ吉[イと
7/t存高
たちあ
が り高

たちあが りは内傾 しての
び、端都は九 くおさめる。
受都はほ tぶ水 F`にのび、
瑞部はやや丸 くおさめる′

底体部はやや i掟い.

マキアゲ、 ミズビキ成
形 、

卜Jほナデ嗣推 .

ロクロII〔 IⅢセtiイ「方 r可

色訓 :灰古色
胎 li:常、 l mmの I′ I色砂l1/を

サイド含む.
力にlJk i l【 攻r ァ党イF:1/6。  '文
ほ彼元′,外 i白「やや灰かぶり

司

　

　

Ｌ

18--38

15- 5

II径   13.6
′受者|`径 16.2
器高   3.6
たちあ  1.0
ガ り高

たちあが りは内傾 しての
び、端部は丸 くおさめる
受部はクトrittに のび、 端
部はやや丸 くおさめる。
底体部はやや浅 くほば^r
ら1)

マキアゲ、 ミズビキ成
)レ ,

ナ式常馬クト山F6/7、   111中去ハ＼

ラ削 り調整。
他は I1ltlAナ デ調糖.

ロクロ|,11ほ :イ「方|1可 .

色調 :1炎 〕子灰色 1,
川子,L:常  l mmの I′ 1色砂 1上を
″十「 含む

'光

成 :良攻r
ケ比イri 1/2.,

高
杯

（蓋
）

19--39

15-10

IJ4■   14.0
残存高 4.2
つ まみ 2.7
径
つまみ  0,7
高

Il縁部は ド外方に ドった
のちほぼ垂 iドIに ドリ、イ‖
部は九 くおさめる。天丼
部はやや高 く平らに近く、
タト面「IIヴtlこ

'IIう
に書卜が虫,ぺつ

丸いつ まみを付す。

マキアゲ、 ミズビキ成
)レ ,            1
ザこリト帝トタトi146/7、  1lH■
ヘラ削 り調整 r

イ也イよ1呵 1ヒiナ デ調堆 、

ロク「ヨIIIH吠 :イ f方 Ihl)
色嗣 :|けイ灰色
胎 li:竹―、 2 mmσ )ド I色十砂*チを
含む  5 mmの 1′ I色小石をわず
かに含む 焼成 :1篭攻rぃ //k作
:7/8, 天

'卜

洋卜11器ナ十
‐
熔猪 I、

杯
　
　
蓋

19-40
IJ径   16.0
残存高 3.6

I]縁部は ド方に ドったの
ち、やや下外方に下る。
耳1,都はや式つチしく、 十為ittに
内傾する平面をわずかに
成す。天丼部はやや低 く
やや丸い。

マキアゲ、 ミズビキ成

'F′

ケぅ
人
'F古

|`クトthi7/8、  
“

IIほ

ヘラ削 り調 14(,
イ也は卜11転り■ガ十調整 t

曹クロ1111去 :右方向
色嗣 :古灰色

`.

胎 1● 常  l mmの ドI色イ砂粒を
わずかに含む・

)ザと成 :1【夕r
ケ見rF i 1/4  ナ丈Ⅲiイ笈ノと、
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器種
面

版

図

図 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

杯
　
　
蓋

19-41
ロイ垂  14.9
残存高 2.9

口縁部は下方に下つたの
ち、やや夕1反 し、端部は
丸 くおさめる。
天丼部は低 く平 ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ,多。
天丼吉Бタト面 5/8、   回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :内一灰色、外―灰青色
胎土 :密。 2 mmの 白色砂粒を
含む。

焼成 :良好。
残存 :1/5。  反転復元。

同
　
　
上

19--42
ロイ垂  16.8
残存高  3.0

「コイ奈音隅は
~ド
タト方に

~下
り、

端部はやや丸 く、内面に
内傾する平面をわずかに
成す。
天丼部はイ氏い。

マキアゲ、 ミズビキ成
チ膨ケ③
天)1吉Бタト面 4/5、  回草云
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :青灰色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
わずかに含む。

焼成 :良好。
残存 :1/12。  反転復元。

同
　
　
上

19--43
口 径

残存高
「ヨ縁部

は
~下
タト方に下 り、

端部は丸 くおさめる。
天丼部は低 く平 ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
天丼吉トタト面 9/10、  回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :暗灰色。
胎土 :密。 2 mmの 白色砂粒を
やや多 く含む。

焼成 :良好。
残存 :1/10。 反転復元。

同

　

　

上

19--44
回径
残存高

回縁都は下タト方に 1引 き、
端部は丸 くおさめる。
天丼部は低 く平 らに近い

マキアゲ、 ミズビキ成
テレタ。
天チ1吉トタト面4/5、  回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
含む。
良好。
1/14。 反転復元。

成
存
焼
残

同
　
　
上

19--45
口?ヒ   13.8
残存高 3.0

E]～癸吉Бは
~Fタ
トリケ|こ
~Fり

端部は丸 くおさめる。
天丼部はやや低い。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨ケ。
天チ1吉Бタト面4/5、  回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
含む。

焼成 :良好。
残存 :1/6。  反転復元。

同
　
　
上

19--46
ロイ垂  14.0
残存高 3.1

口縁部は下外方に下った
のち下方に下る。
端部は丸 くおさめる。
天丼部は低い。

マキアゲ、 ミズ ビキ成

形 。

天)1者隅タト面6/7、  回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :淡青灰色。
胎土 :密。 l mmの白色砂粒を
若干含む。

焼成 :良好。
残存 :1/12。 反転復元。

同

　

　

上

19--47
口 径

残存高

口縁部はやや内弯 して下
タト方に
~Fり
、 端者隅は丸 く

おさめる。
フミナ1言卜はF雪 しゝ。

マキアゲ、 ミズ ビキ成

形 。

天丼部タト面、回転ヘラ
削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :内一灰色、暗灰色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
わずかに含む。

成

存

焼

残
良好。
1/16。 反転復元。

一空
　
　
蓋

19--48
ロイ垂  12,3
残存高 3.6

口縁部は垂直に下つたの
ち外反 し、端部は内傾す
る平面を成す。
天丼部はやや高い。

マキアゲ、 ミズビキ成
テヒタ。
天丼部タト面、回転ヘラ
削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
若千含む。

焼成 :良好。
残存 :1/7。  反転復元。

杯
　
　
蓋

19--49
回イ垂  13.6
残存高 3.1

口縁都は下方に下つたの
ち端都付近でわずかに外
反する。
端部は九 くおさめる。
天丼部はやや低い。

マキアゲ、 ミズビキ成
テレ分。
ラミチ1吉Бタト雇野3/4、  回車云
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :石万同。
色調 :内一青灰色、外―暗灰
色。胎土 :密。 l mmの白色砂
粒をわずかに含む。焼成 :良
好。残存 :1/12。 反転復元。
外面一部土器片付着。

一霊
　
　
蓋

19--50
口径
残存高

口縁部は下外方に下つた
のち外反する。端部は内
傾する平面を成したのち、
あまい段 を成す。
天丼部はやや低 くやや丸
しヽ。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨ケ。
天)1吉呂タト面4/5、  回車云
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :石万同。
色調 :青灰色。
胎土 :密。 7 mmの 白色小石を
わずかに含む。 l mmの 白色砂
粒を含む。焼成 :良好。
残存 :1/8。  反転復元。
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器種
面

版

図

図 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 手 濱 の 特 徴 考備

一霊
　
　
蓋

19-51
口径
残存高

口縁部は下タト方 |こタト反 し
て下 り、端部は内傾する
平面 を成 したのち、あま
い段 を成す。
天丼部はやや低 くやや丸
彰 。ヽ

マキアゲ、 ミズビキ成
テレタ。
天丼部外面、回転ヘラ
削 り調整 c
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰青色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
やや多 く含む。

焼成 :良好 c
残存 :1/6。 反転復元。

同
　
　
上

19--52
口 径

残存高
回縁部は下タト方に下った
のち端部付近で外反する
端部はほぼ水平な平面を
成す。
天丼部はやや低い。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨分。
天チ1吉トタト面 9/10、  回転
ヘラ削 り調整。
他は回転ナデ調整 c

ロクロ回転 :右方向。
色 f/1:青灰色。
胎土 :密。 l mmの白色砂粒を
若千含む。

焼成 :良好。
残存 :1/6。  反転復元①

同
　
　
上

19-53
ロイ垂  10.0
残存高 3.4

口縁部は下タト方に下つた
のち内弯 して下方に下る。
端部は丸 くおさめる。
天丼部はやや低い。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨夕。                  

｀

天チ1吉隅タト面4/5、  回転
ンヘヽラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :淡灰色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
わずかに含む。

焼成 :良好。
残存 :1/6。 反転復元。

身

杯 19--54

15-

ロイ垂  13.8
受吉【径 15.6
器高  3.4
たちあ 0.9
が り高

たちあが りは内傾 したの
ち、低位でほぼ直立する.

端部はやや丸 くおさめる.

受部は水平にのび、端部
はやや丸 くおさめる。
底体部はやや浅 くほぼ平
ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
底吉Бタト面6/7、  回転ヘ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :青灰色。
胎土 :密。 l mmの白色砂粒を
若干含む。

焼成 :良好。
残存 :2/5。  反転復元。

同
　
　
上

19-55

15- 7

回径  13.1
受菩F径 16.0
器高   3.5
たちあ 1.0
が り高

たちあが りは内傾 したの
ち中位で上内方にのびる
端吉Бは九 くおさめる。
受部は外上方にのび、端
部はやや丸 くおさめる。
底イ本部は浅 くほば平 ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
底部外面6/7、  回転ヘ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :青灰色。
胎土 :密。 3 mmの 白色小石を
わずかに含む。 l mmの 白色砂
粒を若千含む。焼成 :良好。
ケ完イ予: 3/4。

同

　

　

上

19--56 径
高
あ
高

径
部
存
ち
り

口
受
残
た
が

たちあが りは内傾しての
び、端部でほぼ直立する(
努舌吉Lは よ゙芸や金比▼ヽ。 S]吉卜は
ほtFガく平 |このび、 端吉隅は
やや丸くおさめる。
底体吉卜は浅い。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ形多。
底吉呂クト面6/7、  回転ヘ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :暗灰色。
胎土 :密。 l mmの白色砂粒を
含む。

焼成 :良好。
残存 :1/16。 反転復元。

同
　
　
上

19--57
回窄舌  13.6
受部径 16.4
残存高 3.0
たちあ 0。 9
が り高

たちあが りは内傾 したの
ち中位でやや上内方にの
びる。端部は丸 くおさめ
る。受都は外上方にのび、

端部は丸 くおさめる。
底体吉[は浅い。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
底部外面、回転ヘラ削
り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :淡青灰色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
含む。

焼成 :良好。
残存 :1/16。 反転復元。

同
　
　
上

19--58
回イ垂  13.6
受部径 16.2
残存高 3.2
たちあ 1.0
がり高

たちあが りは内傾 したの
ち中位で上方にのびる。
端部は丸 くおさめる。
受部は外上方にのび、端
部は九 くおさめる。
底体部は浅 くほt譲平 ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨ケ。
底吉焉タト面4/5、  回蒻■ペ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :淡灰色。
胎土 :密。 l mmの白色砂粒を
若干含む。

焼成 :良好。
残存 :1/12。 反転復元。

同

　

　

上

19-59

15- 8

回イ垂  ユ2.6
受吉呂径 15,0
器高   3.4
たちあ 0.8
が り高

たちあがりは内傾したの
ち端部付近でやや上方に
のばる。端部は丸くおさ
める。受部は外上方にの
び、端部は丸くおさめる
底体部はやや浅く平ら。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
底吉トタト面4/5、  回菊■ヘ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰色。胎土 :密。 l mm
の白色砂粒を含む。焼成 :良
好。残存 :1/4。  反転復元。
外面一部 )天かぶ り。外面自然

釉付着。

同

上

19--60
13.6
16.2
3.2
0。 9

径
高
あ
高

唯
郵
鱒
れ
別

たちあが りは内傾 したの
ち端部付近でやや上内方
にのびる。端都はやや丸
くおさめる。受部はやや
外上方にのび、端部は丸
くおさめる。
底体部はやや浅い。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
底吉トタト面4/5、  回章浄ヘ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :暗灰色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂絃を
含む。

焼成 :良好。残存 :1/12。 反
転復元。内面一部灰かぶ り。
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器種
面

版

図

図 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

杯

　

　

身

19-6ユ
ロイ垂  12.8
受部径 15.4
残存高 2.9
たちあ 1.0
が り高

たちあが りは内傾 したの
ち中位でほぼ直立する。
端都は丸 くおさめる。
受部は外上方にのび、端
部は丸 くおさめる。
底 体 部 は 浅 し 。ヽ

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨夕。
回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
若干含む。

焼成 :良好。残存 :1/10。 反
転復元。灰かぶ り。

同
　
　
上

19--62 径
高
あ
高

径
部
存
ち
り

口
受
残
た
が

13.8
16.1
3.4
1.1

たちあが りは内傾 しての
び、端部はやや丸 くおさ
める。受部はタト上方にの
び、端部は丸 くおさめるィ
底体部はやや深い。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ形ケ。
底吉焉タト面9/10、  回転
おヽラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
若千含む。

焼成 :良好。残存 :1/16。 反
転復元。内面土器片付着。

同
　
　
上

19--63
ロイ垂  13.6
受部径 16.2
残存高 2.4
たちあ 1.1
が り高

たちあが りは内傾 したの
ち中位で上方にのびる。
端都はやや鋭い。
受部は水平にのび、端都
はやや丸 くおさめる。
底体部は欠損。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ形夕。
回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰青色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
含む。

焼成 :良好。残存 :1/16。 反
転復元。体部外面灰かぶ り。

同

　

　

上

19--64

15- 9

ロイモ  15。 3
受吉L径 17.3
残存高 3.5
たちあ 1.1
が り高

たちあが りは内傾 したの
ち中位で直立 し、端部は
やや丸 くおさめる。
受部はやや夕l■tにのび、
端都は丸 くおさめる。底
体吉Бはやや浅 くほぼ平 らで

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨夕。
底吉隅タト面 9/10、  回転いヽ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :内一灰色、外―暗灰色。
胎土 :密。 2 mmの 白色砂粒を
若千含む。 l mmの 白色砂粒を
含む。焼成 :良好。
残存 :1/5。  反転復元。

同
　
　
上

19--65
「]窄と  14.2
受吉卜径 16.4
残存高 3.1
たちあ 1.0
が り高

たちあが りは内傾 したの
ち低位で上方にのびる。
端部は丸 くおさめる。
受部は水平にのび、端都
は丸 くおさめる。
底体都は浅い。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰色。
胎土 :密。 3 mmの 白色砂粒を
わずかに含む。 l mmの 白色砂
粒 を若干含む。焼成 :良好。
残存 :1/12。 反転復元。

同
　
　
上

19--66
口径
受都径
残存高
たちあ
が り高

２

４

４

２

２

４

２

１

たちあが りは内傾 したの
ち中位でやや上方にのび
る。端部はやや丸 くおさ
める。受部はほぼ71t平 に
のび、端部はやや鋭い。
底体吉トイよ浅い。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰青色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
わずかに含む。

焼成 :良好。
残存 :1/10。 反転復元。

同
　
　
上

19--67 径
　
あ
高

径
部
高
ち
り

回
受
器
た
が

14.2
15.8
2.4
1.0

たちあが りは内傾 したの
ち中位で上方にのびる。
端部は鋭い。
受部はほぼ水平に短 くの
び、端都は鋭い。
底体部は浅 く平 ら。

マキアゲ、 ミズ ビキ成
形 。

底部外面 1/2、  回転ヘ
ラ削 り調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :暗灰色。胎土 :密。 2
mmの 白色砂粒を含む。焼成 :

良好。残存 :1/4。 反転復元 。
底都外面土器片熔着。底体部
外面 自然釉付着。灰かぶ り。

同
　
　
上

19--68
口径  11.6
受吉呂径 14.0
残存高 3.3
たちあ 0.8
がり高

たちあが りは内傾 したの
ち端都付近でやや上方に
のびる。端都はやや丸 く
おさめる。受部は外上方
にのび、端部は九 くおさ
める。底部はやや深い。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨ケ。
底吉隅タト面 7/10、  回転おヽ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰青色。
胎土 :密。 l mmの白色砂粒を
含む。

焼成 :良好。
残存 :フ 8。 反転復元。

同

上

19--69
ロイ垂  10。 8
受吉h径 12.8
器高  3.2
たちあ 0.5
が り高

たちあが りは内傾 しての
び、端部はやや九 くおさ
める。受部はほぼ水平に
短 くのび、端都は丸 くお
さめる。底伝部はやや浅
くやや丸い。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
底吉【タト面4/5、  回菊ヤヘヽ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :内一灰色、外一暗灰色。
胎土 :やや密。 5 mmの 白色小
石を若干含む。 2 mmの自色砂
粒 を含む。焼成 :良好。
残存 :1/4。  ,反転復元。

同

　

　

上

19--70
口径  10.6
受吉卜径 13.4
残存高 4.3
たちあ 0.9
が り高

たちあが りは内傾 しての
び、端部はやや丸 くおさ
める。受部は上外方にの
び、端部は丸 くおさめる(

遅ミや卜菩hは彬雫い。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ杉ケ。
底部外面 7/10、 回転ヘ

ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
若干含む。
良好。
1/7。  反転復元。

成
存
焼
残

-50-



器種
図 面
図 版

法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

杯
　
　
身

19-71
口径
受部径
残存高
たちあ
が り高

８

１

０

７

たちあが りは内傾 したの

ち端部付近で上方にのび

る。端吉隅は鋭い。受部は

やや上外方にのび、端部
はやや鋭い。
底体部はやや浅い。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ膨夕。
回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :暗灰色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
含む。

焼成 :良好。
残存 :1/8。  反転復ラE。

同
　
　
上

19--72
口径  11.8
受吉卜径 14.2
残存高 3.7
たちあ 1.0
が り高

たちあが りは内傾 しての
び、端部はやや丸 くおさ
める。
受都はタト上方にのび、端
都は九 くおさめる。
底伝部は深い。

マキアゲ、 ミズビキ成
チ膨夕。
底吉呂タト面9/10、  回転ヘ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ田転 :右方向。
色調 :灰青色。
胎上 :密。 l mmの 白色砂粒を
含む。

焼成 :良好。
残存 :1/8。 反転復元。

同

　

　

上

19--73
口径  H.0
受吉呂径 13.6
残存高 2.8
たちあ 1.0
が り高

たちあが りは内傾 したの
ち中位で上方にのびる。
端部はやや丸 くおさめる(
受者hはタト■ttに のび、 端
部はやや丸 くおさめる。
底体部は浅い。

マキアゲ、 ミズビキ成
形。
回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :明灰青色。
胎土 :密。 l mmの 白色砂粒を
わずかに含む。

焼成 :良好。
残存 :1/10。 反転復元。

同
　
　
上

19--74
ロイ垂  13.6
受都径 16.2
残存高 2.7
たちあ 1.2
がり高

たちあが りはやや内弯 し
つつ内傾 してのび、端部
は丸 くおさめる。
受部は外上方にのび、端
部は丸 くおさめる。
底部は欠損。

マキアゲ、 ミズ ビキ成

形 。

回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰青色。
胎土 :密。 2 mmの 白色砂粒を
わずかに合む。

焼成 :良好。
残存 :1/12。 反転復元。

同
　
　
上

19--75
回イ垂  13.0
受部径 15.0
残存高 2.3
たちあ 0.6
がり高

たちあが りは内傾 したの

ち端部は鋭い。
受部は外上方にのび、端
部は丸 くおさめる。
底部は浅い。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ杉ケ。
底吉隅タト面6/7、  回転ヤヘヽ
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :暗灰色。
胎土 :密。 2 mmの 白色砂粒を
わずかに合む。

焼成 :良好。
残存 :1/5。 反転復元。

高
杯
（杯
部
）

19--76
ロイ垂  17.8
残存高 4.4

回縁部は上外方にやや外
反 してのび、端部は丸 く
おさめる。
底体部はやや浅い。
底吉卜・体部J党界に

'屯

い稜
をめ ぐらす。

マキアゲ、 ミズビキ成
テ杉夕。
底吉Бタト面3/4、  回転 Vへ＼
ラ削 り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 :右方向。
色調 :灰色。胎土 :密。 2 mm
の白色砂粒 をわずかに含む。
l mmの 白色砂粒をやや多 く含
む。焼成 :良好。残存 :杯部
の 1/20。 反転復元。
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遺物形態分類 表

第3表 太満池南窯杯蓋形1態分類表              .

第4表 太満池南1窯杯身形態分類表              :

第 5表 太満池北窯燃焼部床 1杯蓋形態分類表

第 6表 太満池北窯燃焼部床 1杯身形態1分類表

第7表1太満池北窯燃焼部床2杯蓋形態分類表

第3表 太満池北窯燃焼部―床2杯身形態分類表
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第 3表

端
立
ロ 口 縁

エエ
ロ 天  丼  部 個 数

九

お  さ め る

下方に下る

高く九い 1

高くやや九い ユ

やや高く丸い 1

やや高 くやや九い 1

低く平ら 1

低 く平らに近い 1

やや低 くやや九い ユ

下方に下つたのち端部付近でやや内弯 やや低 くやや九い 1

内弯気味に下る 高く丸い 1

内弯気味に下方に下る 低 く平 らに近い 1

下外方に下る

高 く平 ら 2

低 く平ら 2

低く平らに近い 4

下外方に下ったのち下方に下る

高くほぼ九い 1

低 く平 ら 2

低 く平 らに近い 1

やや低 くやや九い 1

下外方に下ったのち垂直に下る
一局 く九い 1

低く平ら
ワ

μ

下外方に下ったのち端部付近でやや内弯 低く平らに近い 1

垂直に下る
低く平ら 3

低く平らに近い 1

垂直に下ったのち下外方に下る 高 く丸い 1

やや九くおさめる
内弯気味に下ったのち下方に下る 底く平ら 1

下外方に下つたのちやや下方に下る 低い 1

や や 鋭 い 下外方に下ったのちやや下方に下る 低い 1

鋭 しヽ 0

太満池南窯杯蓋形態分類表
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第 4表

口縁端部 た ち あ が り 受  部 受部端 底 体 部 個 数

メと     く

おさめる

上方にのびる やや外上方

メと     く

おさめる

i喪 しヽ 1

中位で上方にのびる
ほぼ水平

浅くほぼ平ら 1

中位で直立する

やや深い 1

上外方 i表 くやや九い 1

上外方 浅くやや九い 1

低位で上方にのびる 上外方に短 く やや深い 1

端部付近で上方にのびる

やや外上方 ,表 く昼子ら
９

色

外上方 浅くほぼ平ら 1

やや外上方 やや深く九い 1

端部付近で上方にのびる 外上方
や や 丸 く
お さ め る やや浅 く平 ら 1

内 傾 上タト方 やや鋭い やや深くほぼ平ら 1

やや九く

おさめる

中位で上方にのびる
ほぼ水平

メと     く

おさめる

やや浅くほぼ平ら 1

外上方 浅 く平 ら 1

端部で上方にのびる やや外上方 浅 く平 ら 1

端部付近で上方にのびる ほぼ水平 やや深くほぼ平ら 1

内 傾
ほぼ水平 やや深い 1

外上方 やや浅くほぼ平ら 1

鋭  い

内傾し短くのびる ほぼ水平
メと     く
お さめ る 浅く平ら 1

端部付近で上方にのびる やや外上方
やや鋭い

やや浅くほぼ平ら 1

内 傾 ほぼ水平 やや深くやや丸い 1

やや鋭い

上方にのびる

外上方
メL     く

おさめる

やや深くほぼ平ら 1

浅くほぼ平ら 1

中位で上方にのびる
やや深くやや九い 1

浅く平ら 1

端部で上方にのびる ほぼ水平 浅 く若千九い 1

内 傾 水平 浅くほぼ平ら 1

端部付近で上方にのびる 上外方

やや鋭い

やや深く丸い 1

端部付近で直立する
外上方

やや深くやや九い 1

内 傾
やや浅 く平 ら 1

やや外上方 i莞 くほ旧渾子ら

太満池南窯杯身形態分類表

-54-



第 5表

端 部 口 縁
立
ロ 天 井

芝
口 個 数

やや丸く

おさめる

下方に下つたのち下外方に下る 低く平らに近い

下外方に下る やや低く やや丸い 1

やや鋭い 下外方に下る 低く平ら ]

丸   く
おさめる

0

鋭  い 0

太満池北窯燃焼部床 l杯蓋形態分類表

太満池北窯燃焼部床 1杯身形態分類表

第 6表

口縁端部 た ち あ が り 受  郡 受 部 端 底 体 部 個 数

九   く
おさめる

内 傾 やや外上方
九   く
おさめる

浅 く平 ら 1

鋭  い 端部付近で上方にのびる 水 平 メL     く
おさめる

やや浅 く
ほぼ平 ら

1

やや鋭い 中位で上方にのびる 外上方 やや鋭い
やや浅 く
ほぼ平 ら

1

く
る
丸
め
や
さ
や
お

0

-55-



第 7表

端  部 口 縁 部 天  丼  部 個 数

丸 くお さ め る

下方に下る
低 く平らに近い 1

欠 損 1

下外方に下る

高くやや九い
９

Ｐ

やや高く平ら 1

低 く平 ら 2

低く平らに近い 2

やや低く平らに近い 1

やや低く九い 1

やや低い 1

下外方に下つたのち下方に下る

低くやや丸い 1

低  い 1

やや低 くやや丸い 1

下外方に下ったのち垂直に下る やや低 くやや丸い 1

下外方に下ったのち内弯し垂直に下る 低 く平 ら ユ

下外方に下ったのち端部でわずかに外反 やや低い 1

下タト方に下ったのちやや外反 低 く平 ら 1

やや内弯 して下タト方に下る 高  い 1

やや九 くおさめる

下方に下ったのちやや下外方に下る やや低 くやや九い 1

下外方に下ったのち下方に下る 低く平ら 1

下外方に下ったのちやや下外方に下る やや低 くやや九い 1

や や 鋭 い 0

鋭 ▼ヽ 0

太満池北窯燃焼部床 2杯蓋形態分類表
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第 8表

口縁端部 た ち あ が り 受
立
Ｈ 受部端 底 体 部 個 数

メと     く

おさめる

中位で上内方にのびる

外上方

メと     く

おさめる

1完  セヽ ユ

中位で上方にのびる 浅くほぼ平ら 1

中位でほぼ直立する イ表 い l

低位で上方にのびる
水 平 ヤ完 しヽ 1

上外方 やや深 くほぼ平 ら 1

端部付近で上方にのびる
外上方

i莞 く≦子ら 1

内弯する 欠 損 1

中位で上内方にのびる 外上方

やや九く

おさめる

浅くほぼ平ら 1

内 傾
ほぼ水平

やや深 く九い 1

やや浅い 1

外上方 やや浅くほぼ平ら 1

やや丸く

おさめる

中位で上方にのびる やや外上方

メL     く

おさめる

,尭 くほIF平 ら 1

中位で直立する
外上方

やや浅 くほぼ平 ら 1

端部付近で上方にのびる
やや深い 1

やや外上方 やや浅い 1

内 傾

ほぼ水平 浅く平ら 1

外上方
深い 1

やや深い 1

上外方 深  い ユ

中位で上方にのびる
外上方

やや丸く

おさめる

i莞  ヤヽ 1

上タト方 やや浅 くほぼ平 ら 1

中位で直立する 上外方 やや浅 くほぼ平 ら 1

低位で直立する 水平 やや浅くほぼ平ら ユ

内 傾
ほぼ水平に短く やや浅くやや丸い 1

外上方 浅くやや九い 1

中位で上方にのびる
ほぼ水平

やや鋭い
イ莞い 1

上タト方 やや深い 1

鋭   い

内 傾 外上方 丸くおさめるマ莞 ヤヽ 1

中位で上方にのびる
ほぼ水平に短く 鋭   い 浅く平ら 1

外上方
やや鋭い

浅く若千九い 1

端部付近で上方にのびる やや上タト方 やや浅い 1

やや鋭い

中位で上方にのびる 水平にのびる
やや丸 く

おさめる

欠 損 1

端部付近に上方にのびる 外上方 やや浅くやや九い 1

内 傾 ほぼ水平 イ莞 ヤヽ 1

端部付近で直立する 水平
やや鋭い

やや深くやや丸い 1

内 傾 外上方 やや浅くほぼ平ら 1

太満池北窯燃焼部床 2杯身形態分類表
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太満池南窯灰原

太満池南窯灰原土層断面
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太満池南窯灰原

b。 太満池南窯
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太満池南窯灰原出土遺物 (1)



図
版
４
　
Ｔ
Ｉ
Ｍ
８９
‐
１

太満池南窯灰原出土遺物 (2)
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太満池南窯灰原出土遺物 (3)
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太満池南窯灰原出土遺物 (4)
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太満池南窯灰原出土遺物 (5)
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太満池南窯灰原出土遺物 (6)
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a.近世遺構 i寺 1土器出土状況

b.近世造構 土坑
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a。 近世遺構 溝 2・ 溝 3
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b.太満池北窯燃焼部 (調査前 )
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a.太満池北窯燃焼部 (床 2直上 )
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b.太満池北窯燃焼部 (床 2直上、東上方より)
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a.太満池北窯燃焼部床 2遺物出土】犬況 (東上方より)

b。 太満池北窯燃焼部床 2遺物出土】犬況 (北 より)
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b.太満池北窯燃焼部 (床 1直上・半掘 )
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太満池北窯燃焼部出土遺物 (1)

(1～ 4:床 1、 5～ 10:床 2)
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太満池北窯燃焼部出土遺物 (2)

(床 2出土 )
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